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１ .モデル事業について
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オンライン資格確認実績ログを活用し
た自治体モデル事業への支援等

• 頻回受診傾向者の早期是正に向
けモデル事業を推進し、福祉事務
所向け事例集を展開のうえ働きか
けを実施

※：社会保険診療報酬支払基金/国民健康保険中央会

厚生労働省

被保護者

生活保護受給者

福祉事務所の職員

福祉事務所

実施機関※

手引き共有・
アドバイス

受診

福祉事務所

オンライン資格確認
等システム

医療保険者等向け
中間サーバー等

働きかけ時の連携

働きかけ

医療機関等

オンライン資格確認実績ログ
の確認

（頻回受診者、未委託医療機
関等の受診を検知）

医師等 医療機関等

事業スキームイメージ

１ .頻回受診の傾向がある者に対する早期の助言等のモデル事業について

• オンライン資格確認実績ログの活用によって、医療扶助の適正化の取組を広げるため、オンライン資格確認実績ログの分析方法、被保護者
への働きかけ方等を含めた運用方法を本モデル事業で検証します。



２ .モデル事業実施の背景、課題認識
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２ .モデル事業実施の背景、課題認識
２ -１ . 頻回受診・未委託の医療機関への受診の発生

• 医療扶助の制度において、過度な受診（＝頻回受診）が発生しています。令和２年度には「同一傷病について、同一月内に同一診療科
目を15日以上受診し、治療にあたった医師や嘱託医が必要以上の受診と認めた者」として2,320人が受診回数の適正化に向けた指導対
象とされました。

• また、福祉事務所が医療機関に医療を委託していない状態で、受診を繰り返す被保護者も確認されています。

医療機関等被保護者

頻回受診について

福祉事務所の委託先となっていない医療機関等での受診

未委託

医療機関等被保護者 福祉事務所

未委託の医療機関等への受診について

定義として「同一傷病について、同一月内に同一診療科目を15日
以上受診しており、短期的・集中的な治療を行う者※を除き、治療に
あたった医師や嘱託医が必要以上の受診と認めた者」が対象
※15日以上受診している者を抽出し、その前2ヶ月との合計が40日未満の者

平成30
年度

令和１
年度

令和２
年度

受診状況把握対象者数
（指導対象者の定義に該当する者の数）

※平成29年度まで旧定義(15日以上の月が３か
月続いた者)、平成30年度は移行期間のため混在

10,604人 12,753人 11,681人

適正受診指導対象者数 2,387人 2,835人 2,320人

頻回受診の発生傾向※１

生活保護法（昭和25年法律第144号）（抄）

（医療扶助の方法）

第三十四条 医療扶助は、現物給付によつて行うものとする。

但し、これによることができないとき、これによることが適当でないとき、その他保護の目
的を達するために必要があるときは、金銭給付によつて行うことができる。

２ 前項に規定する現物給付のうち、医療の給付は、医療保護施設を利用させ、又
は医療保護施設若しくは第四十九条の規定により指定を受けた医療機関にこれを
委託して行うものとする。

生活保護法による医療扶助の規定

※１：第８回医療扶助に関する検討会資料より引用（リンク）

https://www.mhlw.go.jp/content/12002000/000979636.pdf
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２ .モデル事業実施の背景、課題認識
２ -２ .  頻回受診・未委託の医療機関への受診の検知に対する現行の取組の課題

• 現状の頻回受診の対策では、レセプト情報を活用して頻回受診指導対象者を特定しているため、事象（頻回受診）の発生から福祉事務
所の認知～被保護者の指導までに“数か月の期間”を要しています。

• 未委託の医療機関等での受診についても、福祉事務所におけるレセプト点検時に初めてその存在を把握するケースがあります。

レセプト
頻回受診者等

リスト

被保護者 被保護者
福祉事務所
職員

医療機関等
診療報酬
支払基金

都道府県庁

来院・受診

頻回受診者等への
受診指導

頻回受診の発生から職員による頻回受診指導が行われるまで現状数カ月要している

未委託の医療機関等受診についてもレセプト審査の際に初めて発覚するケースが存在している

現行運用における受診状況確認フロー

１．被保護者の受診
２．レセプト作成・

診療報酬請求
３．審査済レセプト送

付
４．審査支払済

レセプト送付
５．頻回受診者等

リスト作成
６．健康指導

レセプト レセプト

都道府県庁は審査支
払済のレセプトを福祉
事務所に送付する。

福祉事務所は、受領した
レセプトから、被保護者の
受診状況を確認し、頻回
受診者等の健康指導の
対象者リストを作成する。

福祉事務所は、頻回受
診者等の健康指導の対
象者リストに基づき、適
宜受診に付き添う等の
健康指導を行う。

診療報酬支払基金は
審査済のレセプトを都道
府県庁に送付する。

医療機関は月初に前月
分のレセプトの作成、診
療報酬の請求を行う。

被保護者が医療券・調
剤券を利用して医療機
関等を受診する。

N月 N＋１月 N+２月

福祉事務所
職員
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２ .モデル事業実施の背景、課題認識
２ -３ . オンライン資格確認実績ログの概要（１）

• オンライン資格確認実績ログとは、医療機関等が行った医療扶助の資格確認の実績を記録したログ情報です。

• 福祉事務所は、生活保護システム又は統合専用端末を用いて、医療機関等向け中間サーバー等（以下「中間サーバー」という。）からオン
ライン資格確認実績ログを日次で取得することができます。

被保護者 医療機関・薬局

被保護者

マイナンバー
カード

医療券/
調剤券

顔認証付きカードリーダー/
資格確認端末

支払基金

オンライン資格確認
で受診

オンライン資格確認
実績ログ

オンライン資格確認
実績ログ

医療保険者等向け中間サーバー等/
オンライン資格確認等システム

日
次
連
携

福祉事務所

職員 生活保護システム/
統合専用端末

オンライン
資格確認
実績ログ

確認

働きかけ
※ 頻回受診や未委託の受診であると

判断できる場合

１

２

３

オンライン資格確認実績ログの連携の流れ（イメージ）
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２ .モデル事業実施の背景、課題認識
２ -３ . オンライン資格確認実績ログの概要（２）

• オンライン資格確認実績ログには、資格確認を実施した医療機関コード、被保護者の公費負担者番号・受給者番号、資格確認時の日付、
資格確認方法、委託有無などが含まれています。

• 資格確認方法には「01：マイナンバーカードによる単件照会」「02：受給者番号等による単件照会」「03：受給者番号等による一括照
会」「04：医療機関コードによる一括照会」の４種類があり、オンライン資格確認実績ログには、被保護者・医療機関等が、どの方法でオン
ライン資格確認を実施したか記録されます。

# データ項目 項目説明

1 保険者コード 自治体又は福祉事務所の保険者コードが設定される。

2 公費負担者番
号

資格情報内の公費負担者番号が設定される。

3 受給者番号 資格情報内の受給者番号が設定される。

4 医療機関コード 資格確認を行った医療機関コードが設定される。

5 資格確認時の
指定日付

資格確認が行われた際に指定された日付（年月日）
が設定される。

6 資格確認方法 資格確認の方法が設定される。
01：マイナンバーカードによる単件照会
※処理時に被保護者が確実に来院/来局
02：受給者番号等による単件照会
※処理時に被保護者の来院/来局が前提
03：受給者番号等による一括照会
※処理時に被保護者の来院/来局なしで実施
04：医療機関コードによる一括照会
※処理時に被保護者の来院/来局なしで実施

7 処理日時 資格確認が行われた処理日時が設定される。

8 委託有無 資格確認が行われた医療機関等の委託有無（医療
券/調剤券情報が登録されていたか）が設定される。

※１：オンライン資格確認実績ログで連携されるデータ項目の詳細については、「医療保険者等向け中間サーバー等向け外部インターフェイス仕様書」（リンク）をご確認ください。

オンライン資格確認実績ログのデータ項目※１

01：マイナンバーカードによる単件照会

02：受給者番号等による単件照会

• 自機関に委託をされた被保護者を確認するた
めなどで、被保護者の来院/来局なしで、医療
機関コードにより一括で照会をするケース

03：受給者番号等による一括照会

04：医療機関コードによる一括照会

• マイナンバーを取得していない等のやむを得な
い理由で紙の医療券・調剤券を発行する場
合に限り、医療券・調剤券に記載されている
受給者番号等により照会をするケース

• 主に予約患者等、資格確認をしたい受給者
番号等を一覧にしたファイルをもとに資格確認
をするなどで、被保護者の来院/来局なしで、
受給者番号等により一括で照会をするケース

• 被保護者の方が来院/来局した際、マイナン
バーカードを持ってきたため、照会をするケース

想定されるユースケース資格確認方法

資格確認方法別ユースケース

https://mhlw-welfare.digital-pmo.go.jp/faq/show/81?site_domain=default
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２ .モデル事業実施の背景、課題認識
２ -３ . オンライン資格確認実績ログの概要（３）

• オンライン資格確認実績ログを活用することで、頻回受診傾向がある被保護者の把握や未委託の医療機関等で資格確認を行った被保護
者の一次スクリーニングに役立つ情報が得られ、指導対象者の早期発見・不適切な受診の抑止が期待できます。
※なお、オンライン資格確認実績ログは、あくまでオンライン資格確認の実績であり（受診した実績ではない）、診療行為等は含まれず、頻
回受診者の精緻な特定については、従来のレセプト情報を利用した分析作業を継続する必要があります。

• 頻回受診の傾向がある被保護者の把握

期待される効果

• 頻回受診指導が行われているものの、レセプト
情報を活用して頻回受診指導対象者を特定
しているため、事象（頻回受診）の発生→
福祉事務所の認知→被保護者の指導に数
か月の期間を要しています。

現行の課題

• 未委託の医療機関等で資格確認を行っ
た被保護者の特定

• 未委託の医療機関等で資格確認を行った被
保護者を早期に特定することで、制度の原則
に反する未委託の医療機関等での受診件数
の削減に資することができます。

• レセプト審査の際に初めて未委託の医療機
関等で受診した被保護者の存在を把握する
ことがあります。

• 前日分のオンライン資格確認実績ログを日次
で取得可能になることで、現行より早期に頻
回受診の傾向がある者等の把握→必要に
応じて状況把握や助言等を行うことができま
す。

オンライン資格確認実績ログ活用のメリット

現行の課題とオンライン資格確認実績ログ活用の効果



３ .モデル事業の概要
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３ .モデル事業の概要
３ -1 .  モデル事業の目的

• 実データを利用して、オンライン資格確認実績ログの分析方法・被保護者への働きかけ等を含めた運用方法を検証します。

➢ 検証例：医療機関等における資格確認回数等から頻回受診の可能性を検知し、医療機関等と連携した働きかけを行い、早期是正につなげる。

➢ 検証例：未委託医療機関等の受診を検知し、委託済の医療機関等を受診するよう働きかけを行う。

• また、モデル事業で収集した優良事例を全国の福祉事務所に紹介することで、オンライン資格確認実績ログ活用による医療扶助の適正化の
取組を広げます。適正化により医療費の抑制や制度の信頼性向上、業務負担の軽減を目指します。

※：社会保険診療報酬支払基金/国民健康保険中央会

• 医療費の抑制

– 頻回受診傾向の早期
の特定・働きかけによる
不要な医療費の抑制

• 制度の信頼性の向上

– 生活保護制度の悪用
防止による制度への信
頼性向上

• オンライン資格確認実績
ログ活用に係る統一的な
運用の確立

– 統一された分析手法
導入による運用品質
の均一性向上

活用事例周知により
期待される効果

厚生労働省

被保護者

生活保護受給者

福祉事務所の職員

福祉事務所

実施機関※

手引き共有・
アドバイス

受診

福祉事務所

オンライン資格確認等
システム

医療保険者等向け
中間サーバー等

働きかけ時の連携

働きかけ

医療機関等

オンライン資格確認
実績ログの確認

（頻回受診者、未
委託医療機関等の
受診を検知）

医師等 医療機関等

【ポイント】

オンライン資格確認実績ログの確認を
通じて、

① 頻回受診の可能性を検知し、医
療機関等と連携した働きかけを行
い、早期是正に繋げる

② 未委託医療機関等の受診を検知
し、委託済の医療機関等を受診
するよう働きかけを行う

オンライン資格確認実績ログ活用のイメージ

実現方式イメージ
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３ .モデル事業の概要
３ -２ .  モデル事業の実施方針

• 医療扶助のオンライン資格確認が普及し、医療機関等が医療扶助のオンライン資格確認のパッケージ等を導入していること、福祉事務所に
おいてオンライン資格確認実績ログの分析準備ができている自治体/福祉事務所を対象にモデル事業を実施します。

前提条件

• オンライン資格確認実績ログの分析方法、被保護者への働きかけ等を含めた運用方法を検証し、モデル事業で収集した
優良事例を全国の福祉事務所に周知することで、オンライン資格確認実績ログ活用による医療扶助の適正化の取組を
広げます。

• モデル事業の事業計画書等を策定したうえで、各モデル自治体/福祉事務所と実施期間、検証シナリオ、運用体制等を
擦り合わせたうえで、優良事例を収集します。

• 全国の福祉事務所向けに、モデル事業結果をまとめた周知資料を作成し、オンライン資格確認実績ログの効果的な活
用を推進します。

モデル事業の方針・前提条件

目的

実施方法

実施期間

対象機関

• 効果的にオンライン資格確認実績ログの活用を行うため、下記①～④の条件を満たす自治体/福祉事務所を対象としま

す。

①福祉事務所が医療扶助のオンライン資格確認を導入済み

②福祉事務所でオンライン資格確認実績ログの分析を行うための運用体制が確立済み

③地域内の一定の医療機関等において医療扶助のオンライン資格確認を導入済み

④管内の被保護者の一定数がマイナンバーカードを受領済み

• 最大5自治体/10福祉事務所程度を対象とします。

• 選定に当たっては、自治体/福祉事務所の規模を考慮します。

• ３か月を予定

実施
方針
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３ .モデル事業の概要
３ -３ .モデル事業の全体スケジュール

• 令和6年度を通して本モデル事業を実施します。

• 参加自治体の状況に応じてスケジュールは柔軟に変更する予定です。

実施概要 具体的な実施内容
10月 12月 2月6月 11月 1月 3月5月 8月 9月7月4月

R6年度

• 他医療DX事業のモデル事業も参考に、事
業計画書、検証シナリオを作成します。

事業計画書・
検証シナリオ等

作成

• 作成した事業計画書・検証シナリオ等を基
にモデル事業を実施します。
※各自治体/福祉事務所と実施期間・検
証シナリオを調整したうえで実施

モデル事業実施

• モデル事業を踏まえたオンライン資格確認実
績ログの活用方法、運用効果等を、優良事
例を含む形で周知資料として作成します。

• モデル事業結果を報告書に整理します。

全国の福祉事
務所向け周知
資料等作成

• モデル事業実施結果を踏まえ課題整理・分
析を行い、対応案を検討します。
※実施中に加え、実施後一定期間も検討
が必要と想定

課題検討・分析、
対応案の検討

参加自治体/
福祉事務所の選定・調整

自治体/福祉事
務所向け説明会

モデル事業の実施※１

他モデル事業リサーチ

事業計画書・検証シナリオ作成

• モデル事業に参加する自治体/福祉事務所
候補の選定を行い、説明会実施も含めた参
加調整を進めます。

参加自治体/
福祉事務所の

選定・調整

• モデル事業準備段階から、事業期間終了、
結果検証まで各自治体/福祉事務所からの
問合せに適宜対応し、円滑な事業実施を
推進します。

問合せ対応

全国福祉事務所向け
周知資料作成

報告書作成

結果検証・
運用効果調査

自治体/福祉事務所からの問合せ対応

（特にモデル事業実施期間中に集中する想定）

• モデル事業の実施結果を検証し、オンライン
資格確認実績ログ活用による運用効果を
調査します。

結果検証・
運用効果調査

課題整理・分析

対応案の検討

継続ヒアリング

（周知資料作
成等に係り必
要に応じてヒア
リングを依頼予

定）
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３ .モデル事業の概要
３ -４ .モデル事業における想定業務フロー

• 検証シナリオに沿ってオンライン資格確認実績ログを取得、分析し頻回受診傾向がある被保護者や未委託の医療機関等での資格確認を実
施した被保護者を特定します。

• 対象の被保護者に対して受診改善に向けた助言、指導を行います。

• 生活保護システム等を利用し
て、医療保険者等向け中間
サーバー等からオンライン資格
確認実績ログを取得します。

• 検証シナリオに沿ってオンライン
資格確認実績ログを確認し頻
回受診傾向者を特定します。

• 検証シナリオに沿ってオンライン
資格確認実績ログを確認し、
未委託の医療機関等での資
格確認を特定します。

• 未委託の医療機関等への受
診、 もしくは頻回受診を行っ
た被保護者が特定の医療機
関等に集中していないか確認
するため、②で特定した被保
護者について医療機関等別に
集計する。

• ②や③で把握した情報をもと
に

➢ 生活保護システム等に助
言・指導等の対象者を記
録します。

➢ 被保護者が未委託の医療
機関等で受診をしている場
合、その旨を記録します。

➢ 指導対象の被保護者が多
数存在する医療機関等が
確認された場合、その旨を
記録します。

• 福祉事務所の職員から被保
護者に対し

➢ 受診実態の確認等を行い
ます。

➢ 未委託の医療機関等で受
診、頻回受診傾向がある
場合には助言・指導を行い
ます。

• 必要に応じて医療機関等に
対しても適切な制度運用に向
けた周知を行います。

①オンライン資格確認実
績ログの取得を指示

②頻回受診者・未委託
の医療機関等受診者の
特定

③指導対象の被保護者
が多数発生している医療
機関等の特定

④助言・指導等の対象
者を記録

⑤対象者・対象医療機
関に助言・周知等を行う

オンライン資格
確認実績ログ

被保護者 医療機関等

来院・受診

マイナンバーカード、医療券・調剤券
を利用しオンライン資格確認で受診

中間サーバー/
オンライン資格確認等システム

マイナンバー
カード

医療券/
調剤券

医療機関からオンライン資格確認等システムを通じて中間サーバー
へオンライン資格資格確認ログを蓄積

オンライン資格
確認実績ログ

１．被保護者の受診 ２．オンライン資格確認実績ログの連携（日次）

職員

被保護者

職員

生活保護システム/
統合専用端末

３．オンライン資格確認
実績ログの確認

４．状況確認・健康指導

下記業務フローにおける作業項目①～⑤に沿って
対応を実施

オンライン資格確認実績ログの連携の流れ

作業
項目

作業
内容

モデル事業実施における福祉事務所の業務フロー（例）

医療機関等
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３ .モデル事業の概要
３ -５ .  検証シナリオ例（１）

• オンライン資格確認実績ログや関連する被保護者情報を活用し、未委託の医療機関等で資格確認を行った被保護者や頻回受診の傾向
がある被保護者を特定します。

• 特定した被保護者について医療機関別に集計を行い、ある医療機関に被保護者が集中している場合はその医療機関を明らかにします。

被保護者の特定シナリオ

シナリオ例※目的

• 未委託の医療機関等を受診し、マイナンバーカードもしくは医療券・調剤券に記載
の受給者番号等による資格確認を行った被保護者をオンライン資格確認実績ログ
から特定する。
⇒受診回数が１週間で１回以上の被保護者を指導対象とする。

頻回受診の傾向が
ある被保護者の特定

未委託の医療機関
等で資格確認を行っ
た被保護者の特定

• 医療機関等に頻回受診し、マイナンバーカード、もしくは医療券・調剤券に記載の
受給者番号等による資格確認を行った被保護者をオンライン資格確認実績ログか
ら特定する。
⇒受診回数が１か月で15回以上の被保護者を指導対象とする。

指導対象の被保護
者が多数発生してい
る医療機関の特定

• 未委託の医療機関等への受診、 もしくは頻回受診を行った被保護者が特定の
医療機関等に集中していないか確認するため、指導対象の被保護者について医
療機関コード別に集計を行う。
⇒特に受診回数が多い医療機関等を確認対象とする。

医療機関等
の特定

被保護者
の特定

• 医療機関等に頻回受診し、マイナンバーカード、もしくは医療券・調剤券に記載の
受給者番号等による資格確認を行った被保護者をオンライン資格確認実績ログか
ら特定する。
⇒受診回数が２週間で８回以上の被保護者を指導対象とする。

※詳細のシナリオや具体的な数値等は、モデル事業に参加いただく自治体様と今後相談の上で最終的に決定予定
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３ .モデル事業の概要
３ -５ .  検証シナリオ例（２）

• 指導対象の被保護者に対しては、嘱託医・医療機関等と対象者の状況の詳細を確認した後、出口戦略を見据えた指導計画を
立て、被保護者の状況や特性に合わせた適切なアプローチを選択します。

指導対象者とのコミュニケーションシナリオ

適正化受診に向けた指導の実施指導対象者の状況確認

嘱託医

職員

医療機関等

• 月の中旬に予定をヒアリングしている場合
は、受診状況と照会し、乖離状況を確
認する。

• 嘱託医、医療機関等にヒアリングし受診
が適正か協議する。

被保護者職員

架電・訪問等による制度
に則した適切な受診指導

入院措置の実施、支援

被保護者

保健師

保健師による架電・訪問
等での受診指導

被保護者 精神科

精神科への受診指導

主治医

被保護者へ治療方針方
針説明の依頼

職員

生活保護システム/
統合専用端末

職員

対象者リスト

• 指導の結果、受診回数等が
改善されたかどうかをオンライン
資格確認実績ログから確認
する。

• 改善が見られない者に対して
は適宜指導を行うとともに、保
護の停止、廃止を含め今後
の方針を検討する。

指導結果の確認

被保護者 職員

被保護者へ翌月の診察
予定の提出を求める

被保護者

被保護者の状況や特性に合わせて

各手段を組み合わせ、受診適正化に

向けた指導を実施する。



４ .モデル事業の検証内容
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４ .モデル事業の検証内容
４ -１ .検証シナリオ一覧

• オンライン資格確認実績ログや関連する被保護者情報を活用し、未委託の医療機関等で資格確認を行った被保護者や頻回受診の傾向
がある被保護者を特定します。

• 特定した被保護者について医療機関別に集計を行い、ある医療機関に被保護者が集中している場合はその医療機関を明らかにします。

シナリオ一覧 ※赤字のシナリオは必須で行う想定
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４ .モデル事業の検証内容
４ - ２ . 未 委 託 の 医 療 機 関 等 で 資 格 確 認 を 行 っ た 被 保 護 者 の 特 定 （ １ / ２ ） （ シ ナ リ オ # 1 ）

• マイナンバーカードによる本人確認を実施し、未委託の医療機関等を受診した被保護者をオンライン資格確認実績ログから特定します。

必須
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４ .モデル事業の検証内容
４ - ２ . 未 委 託 の 医 療 機 関 等 で 資 格 確 認 を 行 っ た 被 保 護 者 の 特 定 （ ２ / ２ ） （ シ ナ リ オ # ２ ）

• 医療券・調剤券に記載の受給者番号等による本人確認を実施し、未委託の医療機関等を受診した被保護者をオンライン資格確認実績ロ
グから特定します。

必須
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４ .モデル事業の検証内容
４ -３ .頻回受診の傾向がある被保護者の特定（１ /２）（シナリオ#３）

• マイナンバーカードもしくは医療券・調剤券に記載の受給者番号等による本人確認を実施し、医療機関等に頻回受診を行った被保護者をオ
ンライン資格確認実績ログから特定します。

必須
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４ .モデル事業の検証内容
４ -３ .頻回受診の傾向がある被保護者の特定（２ /２）（シナリオ#６）

• マイナンバーカードもしくは医療券・調剤券に記載の受給者番号等による本人確認を実施し、医療機関等に頻回受診を行った被保護者をオ
ンライン資格確認実績ログから特定します。

必須
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４ .モデル事業の検証内容
４ -４ .被保護者とのコミュニケーション方法（１ /３）

• 未委託の医療機関等を受診する被保護者が確認できた場合、福祉事務所から対象の被保護者・医療機関等に対して状況の確認や架電
による助言・指導等を行います。

１．オンライン資格確認
実績ログの確認

未委託の医療機関等受診者の対応例

職員 被保護者

４．受診指導

医療機関等職員

３．医療機関へ確認

• 週次にてオンライン資格確認
実績ログを確認し未委託の医
療機関等の受診者を特定す
る。

職員

対象者リスト

週次での実施

• 被保護者の実際の受診状況
を医療機関等に確認する。

• 制度の原則に反する受診を受
け入れないよう医療機関等に
対し周知する。

• 架電・訪問等で制度の原則通
り委託先医療機関等のみを受
診するように促す。

２．受診時の福祉事務所への
問合せ有無確認

• 受診理由を確認し、受診が適
切であるか判断する。

• 医療機関等から福祉事務所
へ電話にて受診可否の問合せ
を行った後に診断が実施されて
いることを確認する。

生活保護システム/
統合専用端末

職員 職員 被保護者

３．受診指導

• 架電・訪問等で制度の原則通
り委託先医療機関等のみを受
診するように促す。

福祉事務所への

問合せ有り

福祉事務所への

問合せ無し

記載している対応フローは一例です。

被保護者本人が医療扶助を適切に使用することの

重要性を理解し正しく行動できるよう、各自治体内

で既に取り入れている方法や追加で対応可能な方

法があれば、実施をお願いします。
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４ .モデル事業の検証内容
４ -４ .被保護者とのコミュニケーション方法（２ /３）

• 頻回受診傾向がある被保護者が確認できた場合、福祉事務所から対象の被保護者・医療機関等に対して状況の確認や架電による助言・
指導等を行います。

頻回受診者の対応例
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４ .モデル事業の検証内容
４ -４ .被保護者とのコミュニケーション方法（３ /３）

• 指導対象の被保護者に指導を行う際は対応負荷についても考慮した上で、簡潔な周知のみ実施する場合や丁寧な指導が必要な場合を
整理し、被保護者に合わせたコミュニケーションの手段を選択します。

指導対象者とのコミュニケーション例
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４ .モデル事業の検証内容
４ -５ .過去実績とモデル事業の比較

• 自治体/福祉事務所毎に過去の実績（頻回受診傾向の被保護者数および未委託の医療機関等で受診をした被保護者数）と今回のモ
デル事業後の実績を比較してどれくらいの効果があったのか定量的に検証します。

頻回受診の傾向が
ある被保護者の特定

• 医療機関等に頻回受診し、マイナン
バーカード、もしくは医療券・調剤券に
記載の受給者番号等による資格確認
を行った被保護者をオンライン資格確
認実績ログから特定する。
⇒２週間の受診回数が５回以上の
被保護者をヒアリング対象とする。

3

6

マイナンバーカード

or

受給者番号等

マイナンバーカード

or

受給者番号等

①XX人

②XX人

①XX人

②XX人

①XX人

②XX人

①XX人

②XX人

①XX人

②XX人

①XX人

②XX人

• 医療機関等に頻回受診し、マイナン
バーカード、もしくは医療券・調剤券に
記載の受給者番号等による資格確認

を行った被保護者をオンライン資格確
認実績ログから特定する。
⇒１カ月の受診回数が10回以上の
被保護者をヒアリング対象とする。

③XX人 ③XX人 ③XX人合計

③XX人 ③XX人 ③XX人合計

シナリオ概要目的 ＃ 資格確認方法
集計結果N月
(シナリオ実施前)

集計結果N+1月
(シナリオ実施後)

集計結果N+2月
(シナリオ実施後)

• 未委託の医療機関等を受診し、マイ
ナンバーカードによる資格確認を行った
被保護者をオンライン資格確認実績ロ
グから特定する。
⇒１週間の受診回数が１回以上の
被保護者をヒアリング対象とする。未委託の医療機関

等で資格確認を行っ
た被保護者の特定

マイナンバーカード

受診者番号等

1

2

①XX人

②XX人

①XX人

②XX人

①XX人

②XX人

①XX人

②XX人

①XX人

②XX人

①XX人

②XX人

• 未委託の医療機関等を受診し、医療
券・調剤券に記載の受給者番号等に
よる資格確認を行った被保護者をオン
ライン資格確認実績ログから特定する。
⇒１週間の受診回数が１回以上の
被保護者をヒアリング対象とする。

• 下記件数を記録し、モデル事業実施の有効性を確認する。

① シナリオにて抽出された指導対象の被保護者数

✓ 抽出件数が0、もしくは極端に少ないといった実施効果の

低いシナリオがないか確認する。

② ①の被保護者の中で、指導が必要と認められた被保護者数

✓ ①の人数と比較を行い、指導が必要な被保護者を精度

高く抽出可能なシナリオを確認する。

③ レセプト等現行の集計による指導対象者数

✓ シナリオ実施前後における人数の増減を確認し、被保護

者への指導の有効性、およびモデル事業全体の有効性を

確認する。

※上記の他、各シナリオで抽出される被保護者の重複度合いについ

ても確認し、シナリオの最適な組み合わせを検討する。
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４ .モデル事業の検証内容
４ -６ .モデル事業実施スケジュール

• モデル事業実施期間（前後含む）に自治体に対応いただくスケジュールは以下の通りです。

対
応
主
体

対応項目

７月 ８月 ９月 10月 11月

1
w

2
w

3
w

4
w

1
w

2
w

3
w

4
w

1
w

2
w

3
w

4
w

1
w

2
w

3
w

4
w

1
w

2
w

3
w

4
w

マイルストン

自
治
体

モデル事業説明会参加

モデル事業担当者選定

モデル事業計画書確認

モデル事業実施環境/実施
体制構築

ログ情報分析・被保護者へ
の対応

ログ情報分析結果と被保護
者の対応状況について報告

モデル事業実施結果報告書
作成

モデル事業に係る不明点の
問合せ・課題報告

▼モデル事業説明会実施

▼中間報告会（厚労省） 最終報告会（厚労省）▼

▼モデル事業開始 モデル事業終了▼

（随時）

（週次）

• 報告フォーマットは別紙参照
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４ .モデル事業の検証内容
４ -７ .自治体対応事項一覧

• モデル事業実施期間（前後含む）に自治体に対応いただく事項の一覧は以下の通りです。

フェーズ 対応事項 対応内容 予定対応時期

モデル事業準備

モデル事業説明会参加
• オンライン資格確認実績ログの活用に係るモデル事業の説明会に参加し、モデル事業の目的や概
要、全体スケジュールを確認する。

• 説明会で得た情報を自治体内で共有し、不明点や疑問点があれば必要に応じて問合せを行う。
７月第２週

モデル事業担当者選定 • モデル事業を実施するにあたり自治体内における担当者を選定する。
７月第３週～７月第
４週

モデル事業計画書確認

• モデル事業計画書を確認し、モデル事業説明会と合わせてモデル事業の具体的な自治体の対応
事項・スケジュール・作成物を確認する。

• より効果的に頻回受診者や未委託の医療機関等受診者の特定が可能と思われる追加シナリオ
を検討する。

７月第３週～８月第
４週

モデル事業実施環境/実施体制
構築

• モデル事業実施に向け、オンライン資格確認実績ログを取得し分析を行う環境を構築する。
※自治体内にて独自の分析ツールを利用している場合等、検証シナリオ実施にあたり個別の準備
が必要な場合は開始までに対応する。

• ログ情報取得/分析、被保護者とのコミュニケーション等、シナリオ実施に必要な体制を構築する。

７月第３週～８月第
４週

モデル事業実施

ログ情報分析・被保護者への対
応

• 検証シナリオに沿ってオンライン資格確認実績ログを分析し収集したログ情報を分析し頻回受
診者、未委託の医療機関等受診者を特定する。分析結果を踏まえ被保護者とのコミュニケー

ションを行う。
週次

ログ情報分析結果と被保護者の
対応状況について報告

• 検証シナリオに沿って実施したオンライン資格確認実績ログの分析結果、分析結果を踏まえた被
保護者とのコミュニケーション実施結果を報告する。

隔週

モデル事業結果報
告

モデル事業実施結果報告書作
成

• モデル事業実施結果を整理した報告書を作成する。
10月第２週～10月第
４週

随時
モデル事業に係る不明点の問合
せ

• モデル事業実施にあたり不明点があれば随時問合せを行う。 随時

• 報告フォーマットは別紙参照



５ .質疑応答等
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５ .質疑応答等

• モデル事業の開始可能日について現時点で想定や希望がございましたらご教示いただけますと幸
いです。

• その他、ご不明点等があればご質問ください。



Appendix
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検 証 シ ナ リ オ 一 覧 （ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 方 法 ）

• 被保護者・医療機関等とのコミュニケーションについて、頻回受診傾向がある被保護者等、課題のある被保護者の特定ができ次第、被保護
者に電話で受診状況等の確認をすることで、課題の早期解決を図ります。

シナリオ一覧

※１：実績ログに資格確認方法：02が含まれている場合、医療機関等に被保護者の受診があったことを確認の上、被保護者と対応を行う必要がある。
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頻 回 受 診 の 傾 向 が あ る 被 保 護 者 の 特 定 （ オ ン ラ イ ン 資 格 確 認 実 績 ロ グ の み ）
シ ナ リ オ # ４

• マイナンバーカードによる本人確認を実施し、医療機関等に頻回受診を行った被保護者をオンライン資格確認実績ログから特定します。
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頻 回 受 診 の 傾 向 が あ る 被 保 護 者 の 特 定 （ オ ン ラ イ ン 資 格 確 認 実 績 ロ グ の み ）
シ ナ リ オ # ５

• 医療券・調剤券に記載の受給者番号等による本人確認を実施し、医療機関等に頻回受診を行った被保護者をオンライン資格確認実績ロ
グから特定します。
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頻 回 受 診 の 傾 向 が あ る 被 保 護 者 の 特 定 （ オ ン ラ イ ン 資 格 確 認 実 績 ロ グ の み ）
シ ナ リ オ # ７

• マイナンバーカードによる本人確認を実施し、医療機関等に頻回受診を行った被保護者をオンライン資格確認実績ログから特定します。
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頻 回 受 診 の 傾 向 が あ る 被 保 護 者 の 特 定 （ オ ン ラ イ ン 資 格 確 認 実 績 ロ グ の み ）
シ ナ リ オ # ８

• 医療券・調剤券に記載の受給者番号等による本人確認を実施し、医療機関等に頻回受診を行った被保護者をオンライン資格確認実績ロ
グから特定します。
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頻 回 受 診 の 傾 向 が あ る 被 保 護 者 の 特 定 （ オ ン ラ イ ン 資 格 確 認 実 績 ロ グ + 医 療 券 情 報 ）
シ ナ リ オ # ９

• 医療券・調剤券情報の診療別が入院として発行されているが、マイナンバーカード、もしくは医療券・調剤券に記載の受給者番号等による本
人確認を繰り返し実施し、医療機関等に頻回受診を行った被保護者をオンライン資格確認実績ログから特定します。

• 入院時に頻繁な本人確認は実施されない想定であり、通常の頻回受診基準より厳格に判定します。
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頻 回 受 診 の 傾 向 が あ る 被 保 護 者 の 特 定 （ オ ン ラ イ ン 資 格 確 認 実 績 ロ グ + 医 療 券 情 報 ）
シ ナ リ オ # 1 0

• 医療券・調剤券情報の診療別が入院として発行されているが、マイナンバーカードによる本人確認を繰り返し実施し、医療機関等に頻回受
診を行った被保護者をオンライン資格確認実績ログから特定します。

• 入院時に頻繁な本人確認は実施されない想定であり、通常の頻回受診基準より厳格に判定します。
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頻 回 受 診 の 傾 向 が あ る 被 保 護 者 の 特 定 （ オ ン ラ イ ン 資 格 確 認 実 績 ロ グ + 医 療 券 情 報 ）
シ ナ リ オ # 1 1

• 医療券・調剤券情報の診療別が入院として発行されているが、医療券・調剤券に記載の受給者番号等による本人確認を繰り返し実施し、
医療機関等に頻回受診を行った被保護者をオンライン資格確認実績ログから特定します。

• 入院時に頻繁な本人確認は実施されない想定であり、通常の頻回受診基準より厳格に判定します。
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頻 回 受 診 の 傾 向 が あ る 被 保 護 者 の 特 定 （ オ ン ラ イ ン 資 格 確 認 実 績 ロ グ + 過 去 の 頻 回 実 績 ）
シ ナ リ オ # 1 2

• 過去に頻回受診を行った被保護者の中で、再度マイナンバーカードもしくは医療券調剤券に記載の受給者番号等による本人確認を繰り返
し実施し、医療機関等に頻回受診を行った被保護者をオンライン資格確認実績ログから特定します。

• 頻回受診の再発を未然に防ぐため、通常の頻回受診基準より厳格に判定します。
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未 委 託 の 医 療 機 関 等 を 受 診 し た 被 保 護 者 が 多 数 確 認 さ れ る 医 療 機 関 の 特 定
シ ナ リ オ # 1 3

• 未委託の医療機関等を受診した被保護者が特定の医療機関等に集中していないか確認するため、指導対象の被保護者について医療機
機関等別に集計します。

• シナリオ＃１と同様にマイナンバーカードによる本人確認を実施し、未委託の医療機関等を受診した被保護者を特定し、医療機関コード別
に集計します。
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頻 回 受 診 を し た 被 保 護 者 が 多 数 確 認 さ れ る 医 療 機 関 等 の 特 定
シ ナ リ オ # 1 4

• 頻回受診を被保護者が特定の医療機関等に集中していないか確認するため、指導対象の被保護者について医療機機関等別に集計します。

• シナリオ＃７と同様にマイナンバーカードによる本人確認を実施し、医療機関等に頻回受診した被保護者を特定し、医療機関コード別に集
計します。
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医 療 機 関 等 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 方 法

• 特定の医療機関等に頻回受診傾向がある被保護者および未委託の医療機関等を受診する被保護者が集中していることが確認できた場合、
福祉事務所から該当医療機関に対して架電等により状況の確認、制度原則の周知を行います。

• シナリオ実施前後で医療機関への確認件数を記録し、その効果を検証します。

医療機関等とのコミュニケーションの流れ
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１ .モデル事業について
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オンライン資格確認実績ログを活用し
た自治体モデル事業への支援等

• 頻回受診傾向者の早期是正に向
けモデル事業を推進し、福祉事務
所向け事例集を展開のうえ働きか
けを実施

※：社会保険診療報酬支払基金/国民健康保険中央会

厚生労働省

被保護者

生活保護受給者

福祉事務所の職員

福祉事務所

実施機関※

手引き共有・
アドバイス

受診

福祉事務所

オンライン資格確認
等システム

医療保険者等向け
中間サーバー等

働きかけ時の連携

働きかけ

医療機関等

オンライン資格確認実績ログ
の確認

（頻回受診者、未委託医療機
関等の受診を検知）

医師等 医療機関等

事業スキームイメージ

１ .頻回受診の傾向がある者に対する早期の助言等のモデル事業について

• オンライン資格確認実績ログの活用によって、医療扶助の適正化の取組を広げるため、オンライン資格確認実績ログの分析方法、被保護者
への働きかけ方等を含めた運用方法を本モデル事業で検証します。



２ .モデル事業実施の背景、課題認識
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２ .モデル事業実施の背景、課題認識
２ -１ . 頻回受診・未委託の医療機関への受診の発生

• 医療扶助の制度において、過度な受診（＝頻回受診）が発生しています。令和２年度には「同一傷病について、同一月内に同一診療科
目を15日以上受診し、治療にあたった医師や嘱託医が必要以上の受診と認めた者」として2,320人が受診回数の適正化に向けた指導対
象とされました。

• また、福祉事務所が医療機関に医療を委託していない状態で、受診を繰り返す被保護者も確認されています。

医療機関等被保護者

頻回受診について

福祉事務所の委託先となっていない医療機関等での受診

未委託

医療機関等被保護者 福祉事務所

未委託の医療機関等への受診について

定義として「同一傷病について、同一月内に同一診療科目を15日
以上受診しており、短期的・集中的な治療を行う者※を除き、治療に
あたった医師や嘱託医が必要以上の受診と認めた者」が対象
※15日以上受診している者を抽出し、その前2ヶ月との合計が40日未満の者

平成30
年度

令和１
年度

令和２
年度

受診状況把握対象者数
（指導対象者の定義に該当する者の数）

※平成29年度まで旧定義(15日以上の月が３か
月続いた者)、平成30年度は移行期間のため混在

10,604人 12,753人 11,681人

適正受診指導対象者数 2,387人 2,835人 2,320人

頻回受診の発生傾向※１

生活保護法（昭和25年法律第144号）（抄）

（医療扶助の方法）

第三十四条 医療扶助は、現物給付によつて行うものとする。

但し、これによることができないとき、これによることが適当でないとき、その他保護の目
的を達するために必要があるときは、金銭給付によつて行うことができる。

２ 前項に規定する現物給付のうち、医療の給付は、医療保護施設を利用させ、又
は医療保護施設若しくは第四十九条の規定により指定を受けた医療機関にこれを
委託して行うものとする。

生活保護法による医療扶助の規定

※１：第８回医療扶助に関する検討会資料より引用（リンク）

https://www.mhlw.go.jp/content/12002000/000979636.pdf
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２ .モデル事業実施の背景、課題認識
２ -２ .  頻回受診・未委託の医療機関への受診の検知に対する現行の取組の課題

• 現状の頻回受診の対策では、レセプト情報を活用して頻回受診指導対象者を特定しているため、事象（頻回受診）の発生から福祉事務
所の認知～被保護者の指導までに“数か月の期間”を要しています。

• 未委託の医療機関等での受診についても、福祉事務所におけるレセプト点検時に初めてその存在を把握するケースがあります。

レセプト
頻回受診者等

リスト

被保護者 被保護者
福祉事務所
職員

医療機関等
診療報酬
支払基金

都道府県庁

来院・受診

頻回受診者等への
受診指導

頻回受診の発生から職員による頻回受診指導が行われるまで現状数カ月要している

未委託の医療機関等受診についてもレセプト審査の際に初めて発覚するケースが存在している

現行運用における受診状況確認フロー

１．被保護者の受診
２．レセプト作成・

診療報酬請求
３．審査済レセプト送

付
４．審査支払済

レセプト送付
５．頻回受診者等

リスト作成
６．健康指導

レセプト レセプト

都道府県庁は審査支
払済のレセプトを福祉
事務所に送付する。

福祉事務所は、受領した
レセプトから、被保護者の
受診状況を確認し、頻回
受診者等の健康指導の
対象者リストを作成する。

福祉事務所は、頻回受
診者等の健康指導の対
象者リストに基づき、適
宜受診に付き添う等の
健康指導を行う。

診療報酬支払基金は
審査済のレセプトを都道
府県庁に送付する。

医療機関は月初に前月
分のレセプトの作成、診
療報酬の請求を行う。

被保護者が医療券・調
剤券を利用して医療機
関等を受診する。

N月 N＋１月 N+２月

福祉事務所
職員
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２ .モデル事業実施の背景、課題認識
２ -３ . オンライン資格確認実績ログの概要（１）

• オンライン資格確認実績ログとは、医療機関等が行った医療扶助の資格確認の実績を記録したログ情報です。

• 福祉事務所は、生活保護システム又は統合専用端末を用いて、医療機関等向け中間サーバー等（以下「中間サーバー」という。）からオン
ライン資格確認実績ログを日次で取得することができます。

被保護者 医療機関・薬局

被保護者

マイナンバー
カード

医療券/
調剤券

顔認証付きカードリーダー/
資格確認端末

支払基金

オンライン資格確認
で受診

オンライン資格確認
実績ログ

オンライン資格確認
実績ログ

医療保険者等向け中間サーバー等/
オンライン資格確認等システム

日
次
連
携

福祉事務所

職員 生活保護システム/
統合専用端末

オンライン
資格確認
実績ログ

確認

働きかけ
※ 頻回受診や未委託の受診であると

判断できる場合

１

２

３

オンライン資格確認実績ログの連携の流れ（イメージ）
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２ .モデル事業実施の背景、課題認識
２ -３ . オンライン資格確認実績ログの概要（２）

• オンライン資格確認実績ログには、資格確認を実施した医療機関コード、被保護者の公費負担者番号・受給者番号、資格確認時の日付、
資格確認方法、委託有無などが含まれています。

• 資格確認方法には「01：マイナンバーカードによる単件照会」「02：受給者番号等による単件照会」「03：受給者番号等による一括照
会」「04：医療機関コードによる一括照会」の４種類があり、オンライン資格確認実績ログには、被保護者・医療機関等が、どの方法でオン
ライン資格確認を実施したか記録されます。

# データ項目 項目説明

1 保険者コード 自治体又は福祉事務所の保険者コードが設定される。

2 公費負担者番
号

資格情報内の公費負担者番号が設定される。

3 受給者番号 資格情報内の受給者番号が設定される。

4 医療機関コード 資格確認を行った医療機関コードが設定される。

5 資格確認時の
指定日付

資格確認が行われた際に指定された日付（年月日）
が設定される。

6 資格確認方法 資格確認の方法が設定される。
01：マイナンバーカードによる単件照会
※処理時に被保護者が確実に来院/来局
02：受給者番号等による単件照会
※処理時に被保護者の来院/来局が前提
03：受給者番号等による一括照会
※処理時に被保護者の来院/来局なしで実施
04：医療機関コードによる一括照会
※処理時に被保護者の来院/来局なしで実施

7 処理日時 資格確認が行われた処理日時が設定される。

8 委託有無 資格確認が行われた医療機関等の委託有無（医療
券/調剤券情報が登録されていたか）が設定される。

※１：オンライン資格確認実績ログで連携されるデータ項目の詳細については、「医療保険者等向け中間サーバー等向け外部インターフェイス仕様書」（リンク）をご確認ください。

オンライン資格確認実績ログのデータ項目※１

01：マイナンバーカードによる単件照会

02：受給者番号等による単件照会

• 自機関に委託をされた被保護者を確認するた
めなどで、被保護者の来院/来局なしで、医療
機関コードにより一括で照会をするケース

03：受給者番号等による一括照会

04：医療機関コードによる一括照会

• マイナンバーを取得していない等のやむを得な
い理由で紙の医療券・調剤券を発行する場
合に限り、医療券・調剤券に記載されている
受給者番号等により照会をするケース

• 主に予約患者等、資格確認をしたい受給者
番号等を一覧にしたファイルをもとに資格確認
をするなどで、被保護者の来院/来局なしで、
受給者番号等により一括で照会をするケース

• 被保護者の方が来院/来局した際、マイナン
バーカードを持ってきたため、照会をするケース

想定されるユースケース資格確認方法

資格確認方法別ユースケース

https://mhlw-welfare.digital-pmo.go.jp/faq/show/81?site_domain=default
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２ .モデル事業実施の背景、課題認識
２ -３ . オンライン資格確認実績ログの概要（３）

• オンライン資格確認実績ログを活用することで、頻回受診傾向がある被保護者の把握や未委託の医療機関等で資格確認を行った被保護
者の一次スクリーニングに役立つ情報が得られ、指導対象者の早期発見・不適切な受診の抑止が期待できます。
※なお、オンライン資格確認実績ログは、あくまでオンライン資格確認の実績であり（受診した実績ではない）、診療行為等は含まれず、頻
回受診者の精緻な特定については、従来のレセプト情報を利用した分析作業を継続する必要があります。

• 頻回受診の傾向がある被保護者の把握

期待される効果

• 頻回受診指導が行われているものの、レセプト
情報を活用して頻回受診指導対象者を特定
しているため、事象（頻回受診）の発生→
福祉事務所の認知→被保護者の指導に数
か月の期間を要しています。

現行の課題

• 未委託の医療機関等で資格確認を行っ
た被保護者の特定

• 未委託の医療機関等で資格確認を行った被
保護者を早期に特定することで、制度の原則
に反する未委託の医療機関等での受診件数
の削減に資することができます。

• レセプト審査の際に初めて未委託の医療機
関等で受診した被保護者の存在を把握する
ことがあります。

• 前日分のオンライン資格確認実績ログを日次
で取得可能になることで、現行より早期に頻
回受診の傾向がある者等の把握→必要に
応じて状況把握や助言等を行うことができま
す。

オンライン資格確認実績ログ活用のメリット

現行の課題とオンライン資格確認実績ログ活用の効果



３ .モデル事業の概要
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３ .モデル事業の概要
３ -1 .  モデル事業の目的

• 実データを利用して、オンライン資格確認実績ログの分析方法・被保護者への働きかけ等を含めた運用方法を検証します。

➢ 検証例：医療機関等における資格確認回数等から頻回受診の可能性を検知し、医療機関等と連携した働きかけを行い、早期是正につなげる。

➢ 検証例：未委託医療機関等の受診を検知し、委託済の医療機関等を受診するよう働きかけを行う。

• また、モデル事業で収集した優良事例を全国の福祉事務所に紹介することで、オンライン資格確認実績ログ活用による医療扶助の適正化の
取組を広げます。適正化により医療費の抑制や制度の信頼性向上、業務負担の軽減を目指します。

※：社会保険診療報酬支払基金/国民健康保険中央会

• 医療費の抑制

– 頻回受診傾向の早期
の特定・働きかけによる
不要な医療費の抑制

• 制度の信頼性の向上

– 生活保護制度の悪用
防止による制度への信
頼性向上

• オンライン資格確認実績
ログ活用に係る統一的な
運用の確立

– 統一された分析手法
導入による運用品質
の均一性向上

活用事例周知により
期待される効果

厚生労働省

被保護者

生活保護受給者

福祉事務所の職員

福祉事務所

実施機関※

手引き共有・
アドバイス

受診

福祉事務所

オンライン資格確認等
システム

医療保険者等向け
中間サーバー等

働きかけ時の連携

働きかけ

医療機関等

オンライン資格確認
実績ログの確認

（頻回受診者、未
委託医療機関等の
受診を検知）

医師等 医療機関等

【ポイント】

オンライン資格確認実績ログの確認を
通じて、

① 頻回受診の可能性を検知し、医
療機関等と連携した働きかけを行
い、早期是正に繋げる

② 未委託医療機関等の受診を検知
し、委託済の医療機関等を受診
するよう働きかけを行う

オンライン資格確認実績ログ活用のイメージ

実現方式イメージ
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３ .モデル事業の概要
３ -２ .  モデル事業の実施方針

• 医療扶助のオンライン資格確認が普及し、医療機関等が医療扶助のオンライン資格確認のパッケージ等を導入していること、福祉事務所に
おいてオンライン資格確認実績ログの分析準備ができている自治体/福祉事務所を対象にモデル事業を実施します。

前提条件

• オンライン資格確認実績ログの分析方法、被保護者への働きかけ等を含めた運用方法を検証し、モデル事業で収集した
優良事例を全国の福祉事務所に周知することで、オンライン資格確認実績ログ活用による医療扶助の適正化の取組を
広げます。

• モデル事業の事業計画書等を策定したうえで、各モデル自治体/福祉事務所と実施期間、検証シナリオ、運用体制等を
擦り合わせたうえで、優良事例を収集します。

• 全国の福祉事務所向けに、モデル事業結果をまとめた周知資料を作成し、オンライン資格確認実績ログの効果的な活
用を推進します。

モデル事業の方針・前提条件

目的

実施方法

実施期間

対象機関

• 効果的にオンライン資格確認実績ログの活用を行うため、下記①～④の条件を満たす自治体/福祉事務所を対象としま

す。

①福祉事務所が医療扶助のオンライン資格確認を導入済み

②福祉事務所でオンライン資格確認実績ログの分析を行うための運用体制が確立済み

③地域内の一定の医療機関等において医療扶助のオンライン資格確認を導入済み

④管内の被保護者の一定数がマイナンバーカードを受領済み

• 最大5自治体/10福祉事務所程度を対象とします。

• 選定に当たっては、自治体/福祉事務所の規模を考慮します。

• ３か月を予定

実施
方針
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３ .モデル事業の概要
３ -３ .モデル事業の全体スケジュール

• 令和6年度を通して本モデル事業を実施します。

• 参加自治体の状況に応じてスケジュールは柔軟に変更する予定です。

実施概要 具体的な実施内容
10月 12月 2月6月 11月 1月 3月5月 8月 9月7月4月

R6年度

• 他医療DX事業のモデル事業も参考に、事
業計画書、検証シナリオを作成します。

事業計画書・
検証シナリオ等

作成

• 作成した事業計画書・検証シナリオ等を基
にモデル事業を実施します。
※各自治体/福祉事務所と実施期間・検
証シナリオを調整したうえで実施

モデル事業実施

• モデル事業を踏まえたオンライン資格確認実
績ログの活用方法、運用効果等を、優良事
例を含む形で周知資料として作成します。

• モデル事業結果を報告書に整理します。

全国の福祉事
務所向け周知
資料等作成

• モデル事業実施結果を踏まえ課題整理・分
析を行い、対応案を検討します。
※実施中に加え、実施後一定期間も検討
が必要と想定

課題検討・分析、
対応案の検討

参加自治体/
福祉事務所の選定・調整

自治体/福祉事
務所向け説明会

モデル事業の実施※１

他モデル事業リサーチ

事業計画書・検証シナリオ作成

• モデル事業に参加する自治体/福祉事務所
候補の選定を行い、説明会実施も含めた参
加調整を進めます。

参加自治体/
福祉事務所の

選定・調整

• モデル事業準備段階から、事業期間終了、
結果検証まで各自治体/福祉事務所からの
問合せに適宜対応し、円滑な事業実施を
推進します。

問合せ対応

全国福祉事務所向け
周知資料作成

報告書作成

結果検証・
運用効果調査

自治体/福祉事務所からの問合せ対応

（特にモデル事業実施期間中に集中する想定）

• モデル事業の実施結果を検証し、オンライン
資格確認実績ログ活用による運用効果を
調査します。

結果検証・
運用効果調査

課題整理・分析

対応案の検討

継続ヒアリング

（周知資料作
成等に係り必
要に応じてヒア
リングを依頼予

定）

• 状況に応じてスケジュールは
柔軟に変更いたします。
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３ .モデル事業の概要
３ -４ .モデル事業における想定業務フロー

• 検証シナリオに沿ってオンライン資格確認実績ログを取得、分析し頻回受診傾向がある被保護者や未委託の医療機関等での資格確認を実
施した被保護者を特定します。

• 対象の被保護者に対して受診改善に向けた助言、指導を行います。

• 生活保護システム等を利用し
て、医療保険者等向け中間
サーバー等からオンライン資格
確認実績ログを取得します。

• 検証シナリオに沿ってオンライン
資格確認実績ログを確認し頻
回受診傾向者を特定します。

• 検証シナリオに沿ってオンライン
資格確認実績ログを確認し、
未委託の医療機関等での資
格確認を特定します。

• 未委託の医療機関等への受
診、 もしくは頻回受診を行っ
た被保護者が特定の医療機
関等に集中していないか確認
するため、②で特定した被保
護者について医療機関等別に
集計する。

• ②や③で把握した情報をもと
に

➢ 生活保護システム等に助
言・指導等の対象者を記
録します。

➢ 被保護者が未委託の医療
機関等で受診をしている場
合、その旨を記録します。

➢ 指導対象の被保護者が多
数存在する医療機関等が
確認された場合、その旨を
記録します。

• 福祉事務所の職員から被保
護者に対し

➢ 受診実態の確認等を行い
ます。

➢ 未委託の医療機関等で受
診、頻回受診傾向がある
場合には助言・指導を行い
ます。

• 必要に応じて医療機関等に
対しても適切な制度運用に向
けた周知を行います。

①オンライン資格確認実
績ログの取得を指示

②頻回受診者・未委託
の医療機関等受診者の
特定

③指導対象の被保護者
が多数発生している医療
機関等の特定

④助言・指導等の対象
者を記録

⑤対象者・対象医療機
関に助言・周知等を行う

オンライン資格
確認実績ログ

被保護者 医療機関等

来院・受診

マイナンバーカード、医療券・調剤券
を利用しオンライン資格確認で受診

中間サーバー/
オンライン資格確認等システム

マイナンバー
カード

医療券/
調剤券

医療機関からオンライン資格確認等システムを通じて中間サーバー
へオンライン資格資格確認ログを蓄積

オンライン資格
確認実績ログ

１．被保護者の受診 ２．オンライン資格確認実績ログの連携（日次）

職員

被保護者

職員

生活保護システム/
統合専用端末

３．オンライン資格確認
実績ログの確認

４．状況確認・健康指導

下記業務フローにおける作業項目①～⑤に沿って
対応を実施

オンライン資格確認実績ログの連携の流れ

作業
項目

作業
内容

モデル事業実施における福祉事務所の業務フロー（例）

医療機関等
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３ .モデル事業の概要
３ -５ .  検証シナリオ例（１）

• オンライン資格確認実績ログや関連する被保護者情報を活用し、未委託の医療機関等で資格確認を行った被保護者や頻回受診の傾向
がある被保護者を特定します。

• 特定した被保護者について医療機関別に集計を行い、ある医療機関に被保護者が集中している場合はその医療機関を明らかにします。

被保護者の特定シナリオ

シナリオ例※目的

• 未委託の医療機関等を受診し、マイナンバーカードもしくは医療券・調剤券に記載
の受給者番号等による資格確認を行った被保護者をオンライン資格確認実績ログ
から特定する。
⇒受診回数が１週間で１回以上の被保護者を指導対象とする。

頻回受診の傾向が
ある被保護者の特定

未委託の医療機関
等で資格確認を行っ
た被保護者の特定

• 医療機関等に頻回受診し、マイナンバーカード、もしくは医療券・調剤券に記載の
受給者番号等による資格確認を行った被保護者をオンライン資格確認実績ログか
ら特定する。
⇒受診回数が１か月で15回以上の被保護者を指導対象とする。

指導対象の被保護
者が多数発生してい
る医療機関の特定

• 未委託の医療機関等への受診、 もしくは頻回受診を行った被保護者が特定の
医療機関等に集中していないか確認するため、指導対象の被保護者について医
療機関コード別に集計を行う。
⇒特に受診回数が多い医療機関等を確認対象とする。

医療機関等
の特定

被保護者
の特定

• 医療機関等に頻回受診し、マイナンバーカード、もしくは医療券・調剤券に記載の
受給者番号等による資格確認を行った被保護者をオンライン資格確認実績ログか
ら特定する。
⇒受診回数が２週間で８回以上の被保護者を指導対象とする。

※詳細のシナリオや具体的な数値等は、モデル事業に参加いただく自治体様と今後相談の上で最終的に決定予定
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３ .モデル事業の概要
３ -５ .  検証シナリオ例（２）

• 指導対象の被保護者に対しては、嘱託医・医療機関等と対象者の状況の詳細を確認した後、出口戦略を見据えた指導計画を立て、被保
護者の状況や特性に合わせた適切なアプローチを選択します。

指導対象者とのコミュニケーションシナリオ

適正化受診に向けた指導の実施指導対象者の状況確認

嘱託医

職員

医療機関等

• 月の中旬に予定をヒアリングしている場合
は、受診状況と照会し、乖離状況を確
認する。

• 嘱託医、医療機関等にヒアリングし受診
が適正か協議する。

被保護者職員

架電・訪問等による制度
に則した適切な受診指導

入院措置の実施、支援

被保護者

保健師

保健師による架電・訪問
等での受診指導

被保護者 精神科

精神科への受診指導

主治医

被保護者へ治療方針方
針説明の依頼

職員

生活保護システム/
統合専用端末

職員

対象者リスト

• 指導の結果、受診回数等が
改善されたかどうかをオンライン
資格確認実績ログから確認
する。

• 改善が見られない者に対して
は適宜指導を行うとともに、保
護の停止、廃止を含め今後
の方針を検討する。

指導結果の確認

被保護者 職員

被保護者へ翌月の診察
予定の提出を求める

被保護者

被保護者の状況や特性に合わせて

各手段を組み合わせ、受診適正化に

向けた指導を実施する。



４ .モデル事業の検証内容
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４ .モデル事業の検証内容
４ -１ .検証シナリオ一覧

• オンライン資格確認実績ログや関連する被保護者情報を活用し、未委託の医療機関等で資格確認を行った被保護者や頻回受診の傾向
がある被保護者を特定します。

• 特定した被保護者について医療機関別に集計を行い、ある医療機関に被保護者が集中している場合はその医療機関を明らかにします。

シナリオ一覧 ※赤字のシナリオは必須で行う想定
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４ .モデル事業の検証内容
４ - ２ . 未 委 託 の 医 療 機 関 等 で 資 格 確 認 を 行 っ た 被 保 護 者 の 特 定 （ １ / ２ ） （ シ ナ リ オ # １ ）

• マイナンバーカードによる本人確認を実施し、未委託の医療機関等を受診した被保護者をオンライン資格確認実績ログか
ら特定します。

必須
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４ .モデル事業の検証内容
４ - ２ . 未 委 託 の 医 療 機 関 等 で 資 格 確 認 を 行 っ た 被 保 護 者 の 特 定 （ ２ / ２ ） （ シ ナ リ オ # ２ ）

• 医療券・調剤券に記載の受給者番号等による本人確認を実施し、未委託の医療機関等を受診した被保護者をオンライ
ン資格確認実績ログから特定します。

必須
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４ .モデル事業の検証内容
４ -３ .頻回受診の傾向がある被保護者の特定（１ /２）（シナリオ#３）

• マイナンバーカードもしくは医療券・調剤券に記載の受給者番号等による本人確認を実施し、医療機関等に頻回受診を
行った被保護者をオンライン資格確認実績ログから特定します。

必須
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４ .モデル事業の検証内容
４ -３ .頻回受診の傾向がある被保護者の特定（２ /２）（シナリオ#６）

• マイナンバーカードもしくは医療券・調剤券に記載の受給者番号等による本人確認を実施し、医療機関等に頻回受診を
行った被保護者をオンライン資格確認実績ログから特定します。

必須
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４ .モデル事業の検証内容
４ -４ .被保護者とのコミュニケーション方法（１ /３）

• 未委託の医療機関等を受診する被保護者が確認できた場合、福祉事務所から対象の被保護者・医療機関等に対して
状況の確認や架電による助言・指導等を行います。

１．オンライン資格確認
実績ログの確認

未委託の医療機関等受診者の対応例

職員 被保護者

４．受診指導

医療機関等職員

３．医療機関へ確認

• 週次にてオンライン資格確認
実績ログを確認し未委託の医
療機関等の受診者を特定す
る。

職員

対象者リスト

週次での実施

• 被保護者の実際の受診状況
を医療機関等に確認する。

• 制度の原則に反する受診を受
け入れないよう医療機関等に
対し周知する。

• 架電・訪問等で制度の原則通
り委託先医療機関等のみを受
診するように促す。

２．受診時の福祉事務所への
問合せ有無確認

• 受診理由を確認し、受診が適
切であるか判断する。

• 医療機関等から福祉事務所
へ電話にて受診可否の問合せ
を行った後に診断が実施されて
いることを確認する。

生活保護システム/
統合専用端末

職員 職員 被保護者

３．受診指導

• 架電・訪問等で制度の原則通
り委託先医療機関等のみを受
診するように促す。

福祉事務所への

問合せ有り

福祉事務所への

問合せ無し

記載している対応フローは一例です。

被保護者本人が医療扶助を適切に使用することの

重要性を理解し正しく行動できるよう、各自治体内

で既に取り入れている方法や追加で対応可能な方

法があれば、実施をお願いします。
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４ .モデル事業の検証内容
４ -４ .被保護者とのコミュニケーション方法（２ /３）

• 頻回受診傾向がある被保護者が確認できた場合、福祉事務所から対象の被保護者・医療機関等に対して状況の確認や架電に
よる助言・指導等を行います。

頻回受診者の対応例
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４ .モデル事業の検証内容
４ -４ .被保護者とのコミュニケーション方法（３ /３）

• 指導対象の被保護者に指導を行う際は対応負荷についても考慮した上で、簡潔な周知のみ実施する場合や丁寧な指導が必要
な場合を整理し、被保護者に合わせたコミュニケーションの手段を選択します。

指導対象者とのコミュニケーション例
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４ .モデル事業の検証内容
４ -５ .過去実績とモデル事業の比較

• 自治体/福祉事務所毎に過去の実績（頻回受診傾向の被保護者数および未委託の医療機関等で受診をした被保護者数）と
今回のモデル事業後の実績を比較してどれくらいの効果があったのか定量的に検証します。

頻回受診の傾向が
ある被保護者の特定

• 医療機関等に頻回受診し、マイナン
バーカード、もしくは医療券・調剤券に
記載の受給者番号等による資格確認
を行った被保護者をオンライン資格確
認実績ログから特定する。
⇒２週間の受診回数が５回以上の
被保護者をヒアリング対象とする。

3

6

マイナンバーカード

or

受給者番号等

マイナンバーカード

or

受給者番号等

①XX人

②XX人

①XX人

②XX人

①XX人

②XX人

①XX人

②XX人

①XX人

②XX人

①XX人

②XX人

• 医療機関等に頻回受診し、マイナン
バーカード、もしくは医療券・調剤券に
記載の受給者番号等による資格確認

を行った被保護者をオンライン資格確
認実績ログから特定する。
⇒１カ月の受診回数が10回以上の
被保護者をヒアリング対象とする。

③XX人 ③XX人 ③XX人合計

③XX人 ③XX人 ③XX人合計

シナリオ概要目的 ＃ 資格確認方法
集計結果N月
(シナリオ実施前)

集計結果N+1月
(シナリオ実施後)

集計結果N+2月
(シナリオ実施後)

• 未委託の医療機関等を受診し、マイ
ナンバーカードによる資格確認を行った
被保護者をオンライン資格確認実績ロ
グから特定する。
⇒１週間の受診回数が１回以上の
被保護者をヒアリング対象とする。未委託の医療機関

等で資格確認を行っ
た被保護者の特定

マイナンバーカード

受診者番号等

1

2

①XX人

②XX人

①XX人

②XX人

①XX人

②XX人

①XX人

②XX人

①XX人

②XX人

①XX人

②XX人

• 未委託の医療機関等を受診し、医療
券・調剤券に記載の受給者番号等に
よる資格確認を行った被保護者をオン
ライン資格確認実績ログから特定する。
⇒１週間の受診回数が１回以上の
被保護者をヒアリング対象とする。

• 下記件数を記録し、モデル事業実施の有効性を確認する。

① シナリオにて抽出された指導対象の被保護者数

✓ 抽出件数が0、もしくは極端に少ないといった実施効果の

低いシナリオがないか確認する。

② ①の被保護者の中で、指導が必要と認められた被保護者数

✓ ①の人数と比較を行い、指導が必要な被保護者を精度

高く抽出可能なシナリオを確認する。

③ レセプト等現行の集計による指導対象者数

✓ シナリオ実施前後における人数の増減を確認し、被保護

者への指導の有効性、およびモデル事業全体の有効性を

確認する。

※上記の他、各シナリオで抽出される被保護者の重複度合いについ

ても確認し、シナリオの最適な組み合わせを検討する。
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４ .モデル事業の検証内容
４ -６ .モデル事業実施スケジュール

• モデル事業実施期間（前後含む）に自治体に対応いただくスケジュールは以下の通りです。

対
応
主
体

対応項目

７月 ８月 ９月 10月 11月

1
w

2
w

3
w

4
w

1
w

2
w

3
w

4
w

1
w

2
w

3
w

4
w

1
w

2
w

3
w

4
w

1
w

2
w

3
w

4
w

マイルストン

自
治
体

モデル事業説明会参加

モデル事業担当者選定

モデル事業計画書確認

モデル事業実施環境/実施
体制構築

ログ情報分析・被保護者へ
の対応

ログ情報分析結果と被保護
者の対応状況について報告

モデル事業実施結果報告書
作成

モデル事業に係る不明点の
問合せ・課題報告

▼モデル事業説明会実施

▼中間報告会（厚労省） 最終報告会（厚労省）▼

▼モデル事業開始 モデル事業終了▼

（随時）

（週次）

• 報告フォーマットは別紙参照
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４ .モデル事業の検証内容
４ -７ .自治体対応事項一覧

• モデル事業実施期間（前後含む）に自治体に対応いただく事項の一覧は以下の通りです。

フェーズ 対応事項 対応内容 予定対応時期

モデル事業準備

モデル事業説明会参加
• オンライン資格確認実績ログの活用に係るモデル事業の説明会に参加し、モデル事業の目的や概
要、全体スケジュールを確認する。

• 説明会で得た情報を自治体内で共有し、不明点や疑問点があれば必要に応じて問合せを行う。
７月第２週

モデル事業担当者選定 • モデル事業を実施するにあたり自治体内における担当者を選定する。
７月第３週～７月第
４週

モデル事業計画書確認

• モデル事業計画書を確認し、モデル事業説明会と合わせてモデル事業の具体的な自治体の対応
事項・スケジュール・作成物を確認する。

• より効果的に頻回受診者や未委託の医療機関等受診者の特定が可能と思われる追加シナリオ
を検討する。

７月第３週～８月第
４週

モデル事業実施環境/実施体制
構築

• モデル事業実施に向け、オンライン資格確認実績ログを取得し分析を行う環境を構築する。
※自治体内にて独自の分析ツールを利用している場合等、検証シナリオ実施にあたり個別の準備
が必要な場合は開始までに対応する。

• ログ情報取得/分析、被保護者とのコミュニケーション等、シナリオ実施に必要な体制を構築する。

７月第３週～８月第
４週

モデル事業実施

ログ情報分析・被保護者への対
応

• 検証シナリオに沿ってオンライン資格確認実績ログを分析し収集したログ情報を分析し頻回受
診者、未委託の医療機関等受診者を特定する。分析結果を踏まえ被保護者とのコミュニケー

ションを行う。
週次

ログ情報分析結果と被保護者の
対応状況について報告

• 検証シナリオに沿って実施したオンライン資格確認実績ログの分析結果、分析結果を踏まえた被
保護者とのコミュニケーション実施結果を報告する。

隔週

モデル事業結果報
告

モデル事業実施結果報告書作
成

• モデル事業実施結果を整理した報告書を作成する。
10月第２週～10月第
４週

随時
モデル事業に係る不明点の問合
せ

• モデル事業実施にあたり不明点があれば随時問合せを行う。 随時

• 報告フォーマットは別紙参照



５ .質疑応答等
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５ .質疑応答等

• モデル事業の開始可能日について現時点で想定や希望がございましたらご教示いただけますと幸
いです。

• その他、ご不明点等があればご質問ください。



Appendix
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検証シナリオ一覧（コミュニケーション方法）

• 被保護者・医療機関等とのコミュニケーションについて、頻回受診傾向がある被保護者等、課題のある被保護者の特定ができ次第、被保護
者に電話で受診状況等の確認をすることで、課題の早期解決を図ります。

シナリオ一覧

※１：実績ログに資格確認方法：02が含まれている場合、医療機関等に被保護者の受診があったことを確認の上、被保護者と対応を行う必要がある。
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頻回受診の傾向がある被保護者の特定（オンライン資格確認実績ログのみ）
シナリオ#４

• マイナンバーカードによる本人確認を実施し、医療機関等に頻回受診を行った被保護者をオンライン資格確認実績ログから特定します。
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頻回受診の傾向がある被保護者の特定（オンライン資格確認実績ログのみ）
シナリオ#５

• 医療券・調剤券に記載の受給者番号等による本人確認を実施し、医療機関等に頻回受診を行った被保護者をオンライン資格確認実績ロ
グから特定します。
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頻回受診の傾向がある被保護者の特定（オンライン資格確認実績ログのみ）
シナリオ#７

• マイナンバーカードによる本人確認を実施し、医療機関等に頻回受診を行った被保護者をオンライン資格確認実績ログから特定します。
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頻回受診の傾向がある被保護者の特定（オンライン資格確認実績ログのみ）
シナリオ#８

• 医療券・調剤券に記載の受給者番号等による本人確認を実施し、医療機関等に頻回受診を行った被保護者をオンライン資格確認実績ロ
グから特定します。
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頻 回 受 診 の 傾 向 が あ る 被 保 護 者 の 特 定 （ オ ン ラ イ ン 資 格 確 認 実 績 ロ グ + 医 療 券 情 報 ）
シ ナ リ オ # ９

• 医療券・調剤券情報の診療別が入院として発行されているが、マイナンバーカード、もしくは医療券・調剤券に記載の受給者番号等による本
人確認を繰り返し実施し、医療機関等に頻回受診を行った被保護者をオンライン資格確認実績ログから特定します。

• 入院時に頻繁な本人確認は実施されない想定であり、通常の頻回受診基準より厳格に判定します。
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頻 回 受 診 の 傾 向 が あ る 被 保 護 者 の 特 定 （ オ ン ラ イ ン 資 格 確 認 実 績 ロ グ + 医 療 券 情 報 ）
シ ナ リ オ # 1 0

• 医療券・調剤券情報の診療別が入院として発行されているが、マイナンバーカードによる本人確認を繰り返し実施し、医療機関等に頻回受
診を行った被保護者をオンライン資格確認実績ログから特定します。

• 入院時に頻繁な本人確認は実施されない想定であり、通常の頻回受診基準より厳格に判定します。
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頻 回 受 診 の 傾 向 が あ る 被 保 護 者 の 特 定 （ オ ン ラ イ ン 資 格 確 認 実 績 ロ グ + 医 療 券 情 報 ）
シ ナ リ オ # 1 1

• 医療券・調剤券情報の診療別が入院として発行されているが、医療券・調剤券に記載の受給者番号等による本人確認を繰り返し実施し、
医療機関等に頻回受診を行った被保護者をオンライン資格確認実績ログから特定します。

• 入院時に頻繁な本人確認は実施されない想定であり、通常の頻回受診基準より厳格に判定します。
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頻 回 受 診 の 傾 向 が あ る 被 保 護 者 の 特 定 （ オ ン ラ イ ン 資 格 確 認 実 績 ロ グ + 過 去 の 頻 回 実 績 ）
シ ナ リ オ # 1 2

• 過去に頻回受診を行った被保護者の中で、再度マイナンバーカードもしくは医療券調剤券に記載の受給者番号等による本人確認を繰り返
し実施し、医療機関等に頻回受診を行った被保護者をオンライン資格確認実績ログから特定します。

• 頻回受診の再発を未然に防ぐため、通常の頻回受診基準より厳格に判定します。
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未 委 託 の 医 療 機 関 等 を 受 診 し た 被 保 護 者 が 多 数 確 認 さ れ る 医 療 機 関 の 特 定
シ ナ リ オ # 1 3

• 未委託の医療機関等を受診した被保護者が特定の医療機関等に集中していないか確認するため、指導対象の被保護者について医療機
機関等別に集計します。

• シナリオ＃１と同様にマイナンバーカードによる本人確認を実施し、未委託の医療機関等を受診した被保護者を特定し、医療機関コード別
に集計します。
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頻 回 受 診 を し た 被 保 護 者 が 多 数 確 認 さ れ る 医 療 機 関 等 の 特 定
シ ナ リ オ # 1 4

• 頻回受診を被保護者が特定の医療機関等に集中していないか確認するため、指導対象の被保護者について医療機機関等別に集計します。

• シナリオ＃７と同様にマイナンバーカードによる本人確認を実施し、医療機関等に頻回受診した被保護者を特定し、医療機関コード別に集
計します。
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医 療 機 関 等 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 方 法

• 特定の医療機関等に頻回受診傾向がある被保護者および未委託の医療機関等を受診する被保護者が集中していることが確認できた場合、
福祉事務所から該当医療機関に対して架電等により状況の確認、制度原則の周知を行います。

• シナリオ実施前後で医療機関への確認件数を記録し、その効果を検証します。

医療機関等とのコミュニケーションの流れ
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1. オンライン資格確認実績ログの活用に係るモデル事業について
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1-1. モデル事業の全体像

• 医療機関等がオンライン資格確認で被保護者の情報を照会した際に生成されるログ情報（＝オンライン資格確認実績ロ
グ）を活用することで、頻回受診の傾向・未委託の状態での受診等を特定するための参考情報を得ることができます。
※オンライン資格確認実績ログを活用して、指導対象者の一次スクリーニング（絞り込み）を行うことができる。

• オンライン資格確認実績ログの活用によって、医療扶助の適正化の取組を広げるため、オンライン資格確認実績ログの分析
方法、被保護者への働きかけ方等を含めた運用方法を本モデル事業で検証します。

オンライン資格確認実績ログを活用
した自治体モデル事業への支援等

• 頻回受診傾向者の早期是正に向
けモデル事業を推進し、福祉事務
所向け事例集を展開のうえ働きか
けを実施

※：社会保険診療報酬支払基金/国民健康保険中央会

厚生労働省

被保護者

生活保護受給者

福祉事務所の職員

福祉事務所

実施機関※

手引き共有・
アドバイス

受診

福祉事務所

オンライン資格確認
等システム

医療保険者等向け
中間サーバー等

働きかけ時の連携

働きかけ

医療機関等

オンライン資格確認実績ログ
の確認

（頻回受診者、未委託医療
機関等の受診を検知）

医師等 医療機関等

事業スキームイメージ



2. モデル事業実施の背景、課題認識
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2-1. 頻回受診・未委託の医療機関への受診の発生

• 医療扶助の制度において、過度な受診（＝頻回受診）が発生しています。令和２年度には「同一傷病について、同一月
内に同一診療科目を15日以上受診し、治療にあたった医師や嘱託医が必要以上の受診と認めた者」として2,320人が受
診回数の適正化に向けた指導対象とされました。

• また、福祉事務所が医療機関に医療を委託していない状態で、受診を繰り返す被保護者も確認されています。

医療機関等被保護者

頻回受診について

福祉事務所の委託先となっていない医療機関
等での受診

未委託

医療機関等被保護者 福祉事務所

未委託の医療機関等への受診について

定義として「同一傷病について、同一月内に同一診療科
目を15日以上受診しており、短期的・集中的な治療を行
う者※を除き、治療にあたった医師や嘱託医が必要以上の
受診と認めた者」が対象
※15日以上受診している者を抽出し、その前2ヶ月との合計が40
日未満の者

平成30
年度

令和１
年度

令和２
年度

受診状況把握対象者数
（指導対象者の定義に該当する者の数）
※平成29年度まで旧定義(15日以上の月が３か
月続いた者)、平成30年度は移行期間のため混在

10,604人 12,753人 11,681人

適正受診指導対象者数 2,387人 2,835人 2,320人

頻回受診の発生傾向※１

生活保護法（昭和25年法律第144号）（抄）

（医療扶助の方法）

第三十四条 医療扶助は、現物給付によつて行うものとする。

但し、これによることができないとき、これによることが適当でないとき、その他保護の目
的を達するために必要があるときは、金銭給付によつて行うことができる。

２ 前項に規定する現物給付のうち、医療の給付は、医療保護施設を利用させ、又
は医療保護施設若しくは第四十九条の規定により指定を受けた医療機関にこれを
委託して行うものとする。

生活保護法による医療扶助の規定

※１：第８回医療扶助に関する検討会資料より引用（リンク）

https://www.mhlw.go.jp/content/12002000/000979636.pdf
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2-2. 頻回受診・未委託の医療機関への受診の検知に対する現行の取組の課題

• 現状の頻回受診の対策では、レセプト情報を活用して頻回受診指導対象者を特定しているため、事象（頻回受診）の
発生から福祉事務所の認知～被保護者の指導までに“数か月の期間”を要しています。

• 未委託の医療機関等での受診についても、福祉事務所におけるレセプト点検時に初めてその存在を把握するケースがありま
す。

レセプト
頻回受診者等

リスト

被保護者 被保護者福祉事務所
職員医療機関等 診療報酬

支払基金 都道府県庁

来院・受診

頻回受診者等への
受診指導

頻回受診の発生から職員による頻回受診指導が行われるまで現状数カ月要している

未委託の医療機関等受診についてもレセプト審査の際に初めて発覚するケースが存在している

現行運用における受診状況確認フロー

１．被保護者の受診 ２．レセプト作成・
診療報酬請求

３．審査済レセプト送
付

４．審査支払済
レセプト送付

５．頻回受診者等
リスト作成 ６．健康指導

レセプト レセプト

都道府県庁は審査支
払済のレセプトを福祉
事務所に送付する。

福祉事務所は、受領した
レセプトから、被保護者の
受診状況を確認し、頻回
受診者等の健康指導の
対象者リストを作成する。

福祉事務所は、頻回受
診者等の健康指導の対
象者リストに基づき、適
宜受診に付き添う等の
健康指導を行う。

診療報酬支払基金は
審査済のレセプトを都道
府県庁に送付する。

医療機関は月初に前月
分のレセプトの作成、診
療報酬の請求を行う。

被保護者が医療券・調
剤券を利用して医療機
関等を受診する。

N月 N＋１月 N+２月

福祉事務所
職員



7

2-3. オンライン資格確認実績ログの概要（１）

• オンライン資格確認実績ログとは、医療機関等が行った医療扶助の資格確認の実績を記録したログ情報です。
• 福祉事務所は、生活保護システム又は統合専用端末を用いて、医療機関等向け中間サーバー等（以下「中間サーバー」
という。）からオンライン資格確認実績ログを日次で取得することができます。

被保護者 医療機関・薬局

被保護者

マイナンバー
カード

医療券/
調剤券

顔認証付きカードリーダー/
資格確認端末

支払基金

オンライン資格確認
で受診

オンライン資格確認
実績ログ

オンライン資格確認
実績ログ

医療保険者等向け中間サーバー等/
オンライン資格確認等システム

日
次
連
携

福祉事務所

職員 生活保護システム/
統合専用端末

オンライン
資格確認
実績ログ

確認

働きかけ
※ 頻回受診や未委託の受診であると

判断できる場合

１

２

３

オンライン資格確認実績ログの連携の流れ（イメージ）
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2-3. オンライン資格確認実績ログの概要（２）

• オンライン資格確認実績ログには、資格確認を実施した医療機関コード、被保護者の公費負担者番号・受給者番号、資
格確認時の日付、資格確認方法、委託有無などが含まれています。

• 資格確認方法には「01：マイナンバーカードによる単件照会」「02：受給者番号等による単件照会」「03：受給者番号
等による一括照会」「04：医療機関コードによる一括照会」の４種類があり、オンライン資格確認実績ログには、被保護
者・医療機関等が、どの方法でオンライン資格確認を実施したか記録されます。

# データ項目 項目説明

1 保険者コード 自治体又は福祉事務所の保険者コードが設定される。

2 公費負担者番
号

資格情報内の公費負担者番号が設定される。

3 受給者番号 資格情報内の受給者番号が設定される。

4 医療機関コード 資格確認を行った医療機関コードが設定される。

5 資格確認時の
指定日付

資格確認が行われた際に指定された日付（年月日）
が設定される。

6 資格確認方法 資格確認の方法が設定される。
01：マイナンバーカードによる単件照会
※処理時に被保護者が確実に来院/来局
02：受給者番号等による単件照会
※処理時に被保護者の来院/来局が前提
03：受給者番号等による一括照会
※処理時に被保護者の来院/来局なしで実施
04：医療機関コードによる一括照会
※処理時に被保護者の来院/来局なしで実施

7 処理日時 資格確認が行われた処理日時が設定される。

8 委託有無 資格確認が行われた医療機関等の委託有無（医療
券/調剤券情報が登録されていたか）が設定される。

※１：オンライン資格確認実績ログで連携されるデータ項目の詳細については、「医療保険者等向け中間サーバー等向け外部インターフェイス仕様書」（リンク）をご確認ください。

オンライン資格確認実績ログのデータ項目※１

01：マイナンバーカードによる単件照会

02：受給者番号等による単件照会

• 自機関に委託をされた被保護者を確認するた
めなどで、被保護者の来院/来局なしで、医療
機関コードにより一括で照会をするケース

03：受給者番号等による一括照会

04：医療機関コードによる一括照会

• マイナンバーを取得していない等のやむを得な
い理由で紙の医療券・調剤券を発行する場
合に限り、医療券・調剤券に記載されている
受給者番号等により照会をするケース

• 主に予約患者等、資格確認をしたい受給者
番号等を一覧にしたファイルをもとに資格確認
をするなどで、被保護者の来院/来局なしで、
受給者番号等により一括で照会をするケース

• 被保護者の方が来院/来局した際、マイナン
バーカードを持ってきたため、照会をするケース

想定されるユースケース資格確認方法

資格確認方法別ユースケース

https://mhlw-welfare.digital-pmo.go.jp/faq/show/81?site_domain=default
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2-3. オンライン資格確認実績ログの概要（３）

• オンライン資格確認実績ログを活用することで、頻回受診傾向がある被保護者の把握や未委託の医療機関等で資格確認
を行った被保護者の一次スクリーニングに役立つ情報が得られ、指導対象者の早期発見・不適切な受診の抑止が期待で
きます。
※なお、オンライン資格確認実績ログは、あくまでオンライン資格確認の実績であり（受診した実績ではない）、診療行為
等は含まれず、頻回受診者の精緻な特定については、従来のレセプト情報を利用した分析作業を継続する必要があります。

• 頻回受診の傾向がある被保護者の把握

期待される効果

• 頻回受診指導が行われているものの、レセプト
情報を活用して頻回受診指導対象者を特定
しているため、事象（頻回受診）の発生→
福祉事務所の認知→被保護者の指導に数
か月の期間を要しています。

現行の課題

• 未委託の医療機関等で資格確認を行っ
た被保護者の特定

• 未委託の医療機関等で資格確認を行った被
保護者を早期に特定することで、制度の原則
に反する未委託の医療機関等での受診件数
の削減に資することができます。

• レセプト審査の際に初めて未委託の医療機
関等で受診した被保護者の存在を把握する
ことがあります。

• 前日分のオンライン資格確認実績ログを日次
で取得可能になることで、現行より早期に頻
回受診の傾向がある者等の把握→必要に
応じて状況把握や助言等を行うことができま
す。

オンライン資格確認実績ログ活用のメリット

現行の課題とオンライン資格確認実績ログ活用の効果



3. モデル事業の概要
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3-1. モデル事業の目的

• 実データを利用して、オンライン資格確認実績ログの分析方法・被保護者への働きかけ等を含めた運用方法を検証します。

➢ 検証例：医療機関等における資格確認回数等から頻回受診の可能性を検知し、医療機関等と連携した働きかけを行い、早期是正につ
なげる。

➢ 検証例：未委託医療機関等の受診を検知し、委託済の医療機関等を受診するよう働きかけを行う。

• また、モデル事業で収集した優良事例を全国の福祉事務所に紹介することで、オンライン資格確認実績ログ活用による医
療扶助の適正化の取組を広げます。適正化により医療費の抑制や制度の信頼性向上、業務負担の軽減を目指します。

※：社会保険診療報酬支払基金/国民健康保険中央会

• 医療費の抑制

– 頻回受診傾向の早期
の特定・働きかけによる
不要な医療費の抑制

• 制度の信頼性の向上

– 生活保護制度の悪用
防止による制度への信
頼性向上

• オンライン資格確認実績
ログ活用に係る統一的な
運用の確立

– 統一された分析手法
導入による運用品質の
均一性向上

活用事例周知により
期待される効果

厚生労働省

被保護者

生活保護受給者

福祉事務所の職員

福祉事務所

実施機関※

手引き共有・
アドバイス

受診

福祉事務所

オンライン資格確認等
システム

医療保険者等向け
中間サーバー等

働きかけ時の連携

働きかけ

医療機関等

オンライン資格確認
実績ログの確認

（頻回受診者、未
委託医療機関等の
受診を検知）

医師等 医療機関等

【ポイント】

オンライン資格確認実績ログの確認を
通じて、

① 頻回受診の可能性を検知し、医
療機関等と連携した働きかけを行
い、早期是正に繋げる

② 未委託医療機関等の受診を検知
し、委託済の医療機関等を受診
するよう働きかけを行う

オンライン資格確認実績ログ活用のイメージ

実現方式イメージ
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3-2. モデル事業の実施方針

• 医療扶助のオンライン資格確認が普及し、医療機関等が医療扶助のオンライン資格確認のパッケージ等を導入していること、
福祉事務所においてオンライン資格確認実績ログの分析準備ができている自治体/福祉事務所を対象にモデル事業を実施
します。

前提条件

• オンライン資格確認実績ログの分析方法、被保護者への働きかけ等を含めた運用方法を検証し、モデル事業で収集した
優良事例を全国の福祉事務所に周知することで、オンライン資格確認実績ログ活用による医療扶助の適正化の取組を
広げます。

• モデル事業の事業計画書等を策定したうえで、各モデル自治体/福祉事務所と実施期間、検証シナリオ、運用体制等を
擦り合わせたうえで、優良事例を収集します。

• 全国の福祉事務所向けに、モデル事業結果をまとめた周知資料を作成し、オンライン資格確認実績ログの効果的な活
用を推進します。

モデル事業の方針・前提条件

目的

実施方法

実施期間

対象機関

• 効果的にオンライン資格確認実績ログの活用を行うため、下記①～④の条件を満たす自治体/福祉事務所を対象としま

す。

①福祉事務所が医療扶助のオンライン資格確認を導入済み

②福祉事務所でオンライン資格確認実績ログの分析を行うための運用体制が確立済み

③地域内の一定の医療機関等において医療扶助のオンライン資格確認を導入済み

④管内の被保護者の一定数がマイナンバーカードを受領済み

•

• 令和6年10月～令和6年12月

実施
方針
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3-4. モデル事業の全体スケジュール

• 事業計画書等作成から全国の福祉事務所向けの周知資料等の作成まで、令和6年度通して貴省と協力しつつ本モデル
事業を推進します。

• 貴省や参加自治体の意見も取り込みながら、柔軟にモデル事業の全体スケジュールを見直し、効果のあるモデル事業となる
ように配慮します。

実施概要 具体的な実施内容
10月 12月 2月6月 11月 1月 3月5月 8月 9月7月4月

R6年度

• 他医療DX事業のモデル事業も参考に、事
業計画書、検証シナリオを作成します。

事業計画書・
検証シナリオ等

作成

• 作成した事業計画書・検証シナリオ等を基
にモデル事業を実施します。
※各自治体/福祉事務所と実施期間・検
証シナリオを調整したうえで実施

モデル事業実施

• モデル事業を踏まえたオンライン資格確認実
績ログの活用方法、運用効果等を、優良事
例を含む形で周知資料として作成します。

• モデル事業結果を報告書に整理します。

全国の福祉事
務所向け周知
資料等作成

• モデル事業実施結果を踏まえ課題整理・分
析を行い、対応案を検討します。
※実施中に加え、実施後一定期間も検討
が必要と想定

課題検討・分析、
対応案の検討

参加自治体/
福祉事務所の選定・調整

自治体/福祉事
務所向け説明会

モデル事業の実施※１

他モデル事業リサーチ

事業計画書・検証シナリオ作成

• モデル事業に参加する自治体/福祉事務所
候補の選定を行い、説明会実施も含めた参
加調整を進めます。

参加自治体/
福祉事務所の

選定・調整

• モデル事業準備段階から、事業期間終了、
結果検証まで各自治体/福祉事務所からの
問合せに適宜対応し、円滑な事業実施を
推進します。

問合せ対応

全国福祉事務所向け
周知資料作成

報告書作成

結果検証・
運用効果調査

自治体/福祉事務所からの問合せ対応

（特にモデル事業実施期間中に集中する想定）

• モデル事業の実施結果を検証し、オンライン
資格確認実績ログ活用による運用効果を
調査します。

結果検証・
運用効果調査

課題整理・分析

対応案の検討

準備期間 実検証期間
検証結果
整理期間

周知資料/報告
書作成期間

※１：参加自治体との調整によって、モデル事業の開始を後ろ倒しする可能性があります。
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3-5. モデル事業の体制

• 本モデル事業における実施体制は以下のとおりです。
• 貴省と情報連携しつつ、モデル事業参加自治体と密にコミュニケーションを取ることで円滑にモデル事業を推進します。

調査研究事業者
（弊社）

厚生労働省

モデル事業実施体制
モデル事業参加自治体

• 状況連携

• 実施依頼

• 説明会実施

• 問合せ回答 等

• 状況/結果報告

• 説明会参加

• 問合せ 等

• 役割

➢ モデル事業に関する説明会に参加し、実施内容の確認、実施

準備を行う。

➢ 検証シナリオに沿ってモデル事業を実施する。

➢ モデル事業の実施状況や実施結果、課題発生/対応状況を

報告する。

➢ モデル事業に係る不明点の問合せを行う。 等

• 役割

➢ モデル事業に関する説明会を開催する。

➢ 検証シナリオに沿ったモデル事業の実施を依頼する。

➢ モデル事業の進捗を把握し、問題が発生した際は対

応方針を検討する。

➢ モデル事業に係る不明点の問合せの回答を行う。 等

※：敬称略



4. モデル事業における検証内容
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4-1. 想定業務フロー

• 検証シナリオに沿ってオンライン資格確認実績ログを取得、分析し頻回受診傾向がある被保護者や未委託の医療機関等
での資格確認を実施した被保護者を特定します。

• 対象の被保護者に対して受診改善に向けた助言、指導を行います。

• 生活保護システム等を利用し
て、医療保険者等向け中間
サーバー等からオンライン資格
確認実績ログを取得します。

• 検証シナリオに沿ってオンライン
資格確認実績ログを確認し頻
回受診傾向者を特定します。

• 検証シナリオに沿ってオンライン
資格確認実績ログを確認し、
未委託の医療機関等での資
格確認を特定します。

• 未委託の医療機関等への受
診、 もしくは頻回受診を行っ
た被保護者が特定の医療機
関等に集中していないか確認
するため、②で特定した被保
護者について医療機関等別に
集計する。

• ②や③で把握した情報をもと
に

➢ 生活保護システム等に助
言・指導等の対象者を記
録します。

➢ 被保護者が未委託の医療
機関等で受診をしている場
合、その旨を記録します。

➢ 指導対象の被保護者が多
数存在する医療機関等が
確認された場合、その旨を
記録します。

• 福祉事務所の職員から被保
護者に対し

➢ 受診実態の確認等を行い
ます。

➢ 未委託の医療機関等で受
診、頻回受診傾向がある
場合には助言・指導を行い
ます。

• 必要に応じて医療機関等に
対しても適切な制度運用に向
けた周知を行います。

①オンライン資格確認実
績ログの取得を指示

②頻回受診者・未委託
の医療機関等受診者の
特定

③指導対象の被保護者
が多数発生している医療
機関等の特定

④助言・指導等の対象
者を記録

⑤対象者・対象医療機
関に助言・周知等を行う

オンライン資格
確認実績ログ

被保護者 医療機関等

来院・受診

マイナンバーカード、医療券・調剤券
を利用しオンライン資格確認で受診

中間サーバー/
オンライン資格確認等システム

マイナンバー
カード

医療券/
調剤券

医療機関からオンライン資格確認等システムを通じて中間サーバー
へオンライン資格資格確認ログを蓄積

オンライン資格
確認実績ログ

１．被保護者の受診 ２．オンライン資格確認実績ログの連携（日次）

職員

被保護者

職員

生活保護システム/
統合専用端末

３．オンライン資格確認
実績ログの確認 ４．状況確認・健康指導

下記業務フローにおける作業項目①～⑤に沿って
対応を実施

オンライン資格確認実績ログの連携の流れ

作業
項目

作業
内容

モデル事業実施における福祉事務所の業務フロー（例）

医療機関等
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4-2. 検証シナリオ一覧

• オンライン資格確認実績ログや関連する被保護者情報を活用し、未委託の医療機関等で資格確認を行った被保護者や
頻回受診の傾向がある被保護者を特定します。

• 特定した被保護者について医療機関別に集計を行い、ある医療機関に被保護者が集中している場合はその医療機関を
明らかにします。

シナリオ一覧

シナリオ概要目的 ＃

1

インプット

• オンライン資格確認実績ログ

（１週間）

• 未委託の医療機関等を受診し、マイナンバーカードもしくは医療券・調
剤券に記載の受給者番号等による資格確認を行った被保護者をオン
ライン資格確認実績ログから特定する。
⇒受診回数が１回以上の被保護者をヒアリング対象とする。

頻回受診の傾向が
ある被保護者の特定

未委託の医療機関
等で資格確認を行っ
た被保護者の特定

2

3

12

5

4 • オンライン資格確認実績ログ

（２週間）

• オンライン資格確認実績ログ

（１か月）

• 医療券調剤券情報

• オンライン資格確認実績ログ

(１か月)

• 過去頻回実績情報

• 医療機関等に頻回受診し、マイナンバーカード、もしくは医療券・調剤
券に記載の受給者番号等による資格確認を行った被保護者をオンライ
ン資格確認実績ログから特定する。
⇒受診回数が10回以上の被保護者をヒアリング対象対象とする。

• 過去に頻回受診実績があり、再度マイナンバーカードもしくは医療券調
剤券に記載の受給者番号等による本人確認を繰り返し実施し、頻回
受診を行った被保護者をオンライン資格確認実績ログから特定する。
⇒受診回数が10回以上の被保護者をヒアリング対象とする。

• 医療券調剤券情報の診療別が入院として発行されているが、マイナン
バーカードもしくは医療券・調剤券に記載の受給者番号等による本人
確認を繰り返し実施し、医療機関等に頻回受診を行った被保護者をオ
ンライン資格確認実績ログから特定する。
⇒受診回数が10回以上の被保護者をヒアリング対象対象とする。

指導対象の被保護
者が多数発生してい
る医療機関の特定

13 • #1,4にて特定した被保護

者が受診した医療機関等の

情報(１か月)

• 未委託の医療機関等への受診、 もしくは頻回受診を行った被保護
者が特定の医療機関等に集中していないか確認するため、指導対象の
被保護者について医療機関コード別に集計を行う。
⇒特に受診回数が多い医療機関等をヒアリング対象とする。

医療機関等
の特定

被保護者
の特定

6

8

7

9

11

10

14

• 医療機関等に頻回受診し、マイナンバーカード、もしくは医療券・調剤
券に記載の受給者番号等による資格確認を行った被保護者をオンライ
ン資格確認実績ログから特定する。
⇒受診回数が５回以上の被保護者をヒアリング対象対象とする。

※赤字のシナリオは必須で行う想定

• オンライン資格確認実績ログ

（１か月）
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4-2. 検証シナリオ一覧（コミュニケーション方法）

• 被保護者・医療機関等とのコミュニケーションについて、頻回受診傾向がある被保護者等、課題のある被保護者の特定がで
き次第、被保護者に電話で受診状況等の確認をすることで、課題の早期解決を図ります。

シナリオ一覧

目的 ＃

1

頻回受診の傾
向がある被保護
者の特定

未委託の医療
機関等で資格
確認を行った被
保護者の特定 2

3

12

5

4

指導対象の被
保護者が多数
発生している医
療機関の特定

13
医療機関
等の特定

被保護者
の特定

9

11

10

14

シナリオ概要

• 未委託の医療機関等を受診し、マイナンバーカードもしくは医療
券・調剤券に記載の受給者番号等による資格確認を行った被保
護者をオンライン資格確認実績ログから特定する。
⇒実績ログ（１週間）を分析、受診回数が１回以上の被保護
者をヒアリング対象対象とする。

被保護者・医療機関等とのコミュニケーション※１

• 被保護者に電話、頻回受診の理由および月の後半
受診予定を確認することで、頻回受診を抑止する。

• 被保護者に電話、頻回受診の理由および月の後半
受診予定を確認することで、頻回受診を抑止する。

• 被保護者に電話、未委託の医療機関を受診した理
由を確認したうえで委託先医療機関を受診するよう指
導する。

• 被保護者に電話、入院状況と受診理由を確認したう
えで、頻回受診を行わないよう指導する。

• 医療機関等に電話をする。頻回受診が多い場合、被
保護者への対応状況を連携、受付や診断時の対応
注意を促す。未委託の受診が多い場合、福祉事務所
へ事前に電話で確認の上、受付するよう伝える。

• 医療機関等に頻回受診し、マイナンバーカード、もしくは医療券・
調剤券に記載の受給者番号等による資格確認を行った被保護
者をオンライン資格確認実績ログから特定する。
⇒実績ログ（２週間）を分析、受診回数が５回以上の被保護
者をヒアリング対象対象とする。

6

8

7
• 嘱託医と指導対象となるか協議を行い、指導対象と
なる場合は保健師が同行の上、対面にて被保護者に
頻回受診を行わないよう指導する。

• 医療機関等に頻回受診し、マイナンバーカード、もしくは医療券・
調剤券に記載の受給者番号等による資格確認を行った被保護
者をオンライン資格確認実績ログから特定する。
⇒実績ログ（１カ月）を分析、受診回数が10回以上の被保護
者をヒアリング対象対象とする。

• 医療券調剤券情報の診療別が入院として発行されているが、マ
イナンバーカードもしくは医療券・調剤券に記載の受給者番号等
による本人確認を繰り返し実施し、医療機関等に頻回受診を
行った被保護者をオンライン資格確認実績ログから特定する。
⇒実績ログ（１カ月）を分析、受診回数が10回以上の被保護
者をヒアリング対象対象とする。

• 過去に頻回受診実績があり、再度マイナンバーカードもしくは医療
券調剤券に記載の受給者番号等による本人確認を繰り返し実
施し、頻回受診を行った被保護者をオンライン資格確認実績ログ
から特定する。
⇒実績ログ（１カ月）を分析、受診回数が10回以上の被保護
者をヒアリング対象対象とする。

• 未委託の医療機関等への受診、 もしくは頻回受診を行った被
保護者が特定の医療機関等に集中していないか確認するため、
指導対象の被保護者について医療機関コード別に集計を行う。
⇒実績ログ（１カ月）を分析、特に受診回数が多い医療機関
等をヒアリング対象対象とする。

※１：実績ログに資格確認方法：02が含まれている場合、医療機関等に被保護者の受診があったことを確認の上、被保護者と対応を行う必要がある。



4-3. 被保護者の特定シナリオ



4-3. ①未委託の医療機関等で資格確認を行った被保護者の特定
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4-3. ①未委託の医療機関等で資格確認を行った被保護者の特定 シナリオ#1

• マイナンバーカードによる本人確認を実施し、未委託の医療機関等を受診した被保護者をオンライン資格確認実績ログから
特定します。

保険者
コード

公費負担者
番号

受給者
番号

…
資格確認
方法

処理日時
委託
有無

L0000001 12000000 0000001 01 20240401090000 01

L0000001 12000000 0000002 01 20240401090000 02

L0000001 12000000 0000002 01 20240401090000 02

L0000001 12000000 0000003 01 20240401090000 02

L0000001 12000000 0000001 01 20240402090000 02

L0000001 12000000 0000004 02 20240402090000 02

L0000001 12000000 0000001 02 20240402090000 01

L0000001 12000000 0000005 01 20240403090000 01

L0000001 12000000 0000002 02 20240404090000 01

L0000001 12000000 0000004 01 20240404090000 01

L0000001 12000000 0000002 01 20240405090000 02

… … … … …

公費負担者番号 受給者番号
未委託の医療機関等

受診回数

12000000 0000002 2

12000000 0000001 1

12000000 0000003 1

12000000 0000006 1

12000000 0000004 0

… … …

オンライン資格確認実績ログcsvファイル 集計結果

• オンライン資格確認実績ログ（１週間）

• オンライン資格確認実績ログをダウンロードする際、資格確認日

の期間を検証シナリオ実施日の前１週間に指定する。

検証シナリオにおけるインプット

• 「公費負担者番号」、「受給者番号」をキーに下記データ集

計

• 処理日時：検証シナリオ実施日の前週１週間

• 資格確認：01（マイナンバーカードによる単件照会）

• 委託有無：02（委託無）

• マイナンバーカードによる本人確認を実施し、未委託の医療機関を

受診したと思われる被保護者

• 指定期間内で「公費負担者番号」、「受給者番号」をキーに「資

格確認方法」が「01」かつ「委託有無」が「02」であるデータを未

委託の医療機関等受診回数として集計する。

• 未委託の医療機関等受診回数が１回以上の被保護者をヒアリ

ング対象とする。

検証シナリオにおけるアプトプット

検証シナリオ実施イメージ

ヒアリング対象者：１回以上

キー情報 集計数

キー情報 集計項目

必須
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4-3. ①未委託の医療機関等で資格確認を行った被保護者の特定 シナリオ#２

• 医療券・調剤券に記載の受給者番号等による本人確認を実施し、未委託の医療機関等を受診した被保護者をオンライン
資格確認実績ログから特定します。

公費負担者番号 受給者番号
未委託の医療機関等

受診回数

12000000 0000002 2

12000000 0000001 1

12000000 0000003 1

12000000 0000004 0

12000000 0000005 0

… … …

• オンライン資格確認実績ログ（１週間）

• オンライン資格確認実績ログをダウンロードする際、資格確認日

の期間を検証シナリオ実施日の前１週間に指定する。

検証シナリオにおけるインプット

• 医療券・調剤券に記載の受給者番号等による本人確認を実施し、

未委託の医療機関を受診したと思われる被保護者

• 指定期間内で「公費負担者番号」、「受給者番号」をキーに「資

格確認方法」が「02」かつ「委託有無」が「02」であるデータを未

委託の医療機関等受診回数として集計する。

• 未委託の医療機関等受診回数が１回以上の被保護者をヒアリ

ング対象とする。

検証シナリオにおけるアプトプット

検証シナリオ実施イメージ

保険者
コード

公費負担者
番号

受給者
番号

…
資格確認
方法

処理日時
委託
有無

L0000001 12000000 0000001 … 01 20240401090000 01

L0000001 12000000 0000002 … 01 20240401090000 02

L0000001 12000000 0000002 … 01 20240401090000 02

L0000001 12000000 0000003 … 02 20240401090000 02

L0000001 12000000 0000001 … 01 20240402090000 02

L0000001 12000000 0000002 … 02 20240402090000 02

L0000001 12000000 0000002 … 02 20240402090000 01

L0000001 12000000 0000005 … 01 20240403090000 01

L0000001 12000000 0000004 … 01 20240404090000 01

L0000001 12000000 0000001 … 02 20240404090000 02

L0000001 12000000 0000002 … 02 20240405090000 02

… … … … … … …

キー情報 集計数

• 「公費負担者番号」、「受給者番号」をキーに下記データ集

計

• 処理日時：検証シナリオ実施日の前週１週間

• 資格確認：02（受給者番号等による単件照会）

• 委託有無：02（委託無）

ヒアリング対象者：１回以上

キー情報 集計項目

オンライン資格確認実績ログcsvファイル 集計結果

必須



4-3. ②頻回受診の傾向がある被保護者の特定（オンライン資格確認実績ログのみ）
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4-3. ②頻回受診の傾向がある被保護者の特定（オンライン資格確認実績ログのみ） シナリオ#３

• マイナンバーカードもしくは医療券・調剤券に記載の受給者番号等による本人確認を実施し、医療機関等に頻回受診を
行った被保護者をオンライン資格確認実績ログから特定します。

公費負担者番号 受給者番号
医療機関等
受診回数

12000000 0000002 15

12000000 0000001 12

12000000 0000003 9

12000000 0000004 8

12000000 0000005 5

… … …

• オンライン資格確認実績ログ（２週間）

• オンライン資格確認実績ログをダウンロードする際、資格確認日

の期間を検証シナリオ実施日の前２週間に指定する。

検証シナリオにおけるインプット

• マイナンバーカードもしくは医療券・調剤券に記載の受給者番号等に

よる本人確認を実施し、頻回受診を行ったと思われる被保護者

• 指定期間内で「公費負担者番号」、「受給者番号」をキーに「資

格確認方法」が「01」もしくは「02」であるデータを医療機関等受

診回数として集計する。

• 医療機関等受診回数が５回以上の被保護者をヒアリング対象

とする。

検証シナリオにおけるアプトプット

検証シナリオ実施イメージ

保険者
コード

公費負担者
番号

受給者
番号

…
資格確認
方法

処理日時
委託
有無

L0000001 12000000 0000001 … 01 20240401090000 01

L0000001 12000000 0000002 … 02 20240401090000 02

L0000001 12000000 0000002 … 01 20240401090000 02

L0000001 12000000 0000003 … 01 20240401090000 02

L0000001 12000000 0000001 … 03 20240402090000 02

L0000001 12000000 0000004 … 02 20240402090000 02

L0000001 12000000 0000002 … 01 20240402090000 02

L0000001 12000000 0000005 … 03 20240403090000 01

L0000001 12000000 0000002 … 01 20240404090000 01

L0000001 12000000 0000004 … 04 20240404090000 01

L0000001 12000000 0000002 … 01 20240405090000 02

… … … … … … …

ヒアリング対象者：５回以上

キー情報 集計数

• 「公費負担者番号」、「受給者番号」をキーに下記データを集

計

• 処理日時：検証シナリオ実施日の前月１か月間

• 資格確認：01 or 02（マイナンバーカードによる単件照

会 or 受給者番号等による単件照会）キー情報 集計項目

オンライン資格確認実績ログcsvファイル 集計結果

必須



25

4-3. ②頻回受診の傾向がある被保護者の特定（オンライン資格確認実績ログのみ） シナリオ#４

• マイナンバーカードによる本人確認を実施し、医療機関等に頻回受診を行った被保護者をオンライン資格確認実績ログから
特定します。

公費負担者番号 受給者番号
医療機関等
受診回数

12000000 0000002 15

12000000 0000001 12

12000000 0000003 9

12000000 0000004 8

12000000 0000005 5

… … …

• オンライン資格確認実績ログ（２週間）

• オンライン資格確認実績ログをダウンロードする際、資格確認日

の期間を検証シナリオ実施日の前２週間に指定する。

検証シナリオにおけるインプット

• マイナンバーカードによる本人確認を実施し、頻回受診を行ったと思

われる被保護者

• 指定期間内で「公費負担者番号」、「受給者番号」をキーに「資

格確認方法」が「01」であるデータを医療機関等受診回数として

集計する。

• 医療機関等受診回数が５回以上の被保護者をヒアリング対象

とする。

検証シナリオにおけるアプトプット

検証シナリオ実施イメージ

保険者
コード

公費負担者
番号

受給者
番号

…
資格確認
方法

処理日時
委託
有無

L0000001 12000000 0000001 … 01 20240401090000 01

L0000001 12000000 0000002 … 02 20240401090000 02

L0000001 12000000 0000002 … 01 20240401090000 02

L0000001 12000000 0000003 … 01 20240401090000 02

L0000001 12000000 0000001 … 03 20240402090000 02

L0000001 12000000 0000004 … 02 20240402090000 02

L0000001 12000000 0000002 … 01 20240402090000 02

L0000001 12000000 0000005 … 02 20240403090000 01

L0000001 12000000 0000002 … 01 20240404090000 01

L0000001 12000000 0000004 … 04 20240404090000 01

L0000001 12000000 0000002 … 01 20240405090000 02

… … … … … … …

ヒアリング対象者：５回以上

キー情報 集計数

• 「公費負担者番号」、「受給者番号」をキーに下記データを集

計

• 処理日時：検証シナリオ実施日の前月１か月間

• 資格確認：01（マイナンバーカードによる単件照会）
キー情報 集計項目

オンライン資格確認実績ログcsvファイル 集計結果
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4-3. ②頻回受診の傾向がある被保護者の特定（オンライン資格確認実績ログのみ） シナリオ#５

• 医療券・調剤券に記載の受給者番号等による本人確認を実施し、医療機関等に頻回受診を行った被保護者をオンライン
資格確認実績ログから特定します。

公費負担者番号 受給者番号
医療機関等
受診回数

12000000 0000002 15

12000000 0000001 12

12000000 0000003 9

12000000 0000004 8

12000000 0000005 5

… … …

• オンライン資格確認実績ログ（２週間）

• オンライン資格確認実績ログをダウンロードする際、資格確認日

の期間を検証シナリオ実施日の前２週間に指定する。

検証シナリオにおけるインプット

• 医療券・調剤券に記載の受給者番号等による本人確認を実施し、

頻回受診を行ったと思われる被保護者

• 指定期間内で「公費負担者番号」、「受給者番号」をキーに「資

格確認方法」が「02」であるデータを医療機関等受診回数として

集計する。

• 医療機関等受診回数が５回以上の被保護者をヒアリング対象

とする。

検証シナリオにおけるアプトプット

検証シナリオ実施イメージ

保険者
コード

公費負担者
番号

受給者
番号

…
資格確認
方法

処理日時
委託
有無

L0000001 12000000 0000001 … 02 20240401090000 01

L0000001 12000000 0000002 … 01 20240401090000 02

L0000001 12000000 0000002 … 02 20240401090000 02

L0000001 12000000 0000003 … 02 20240401090000 02

L0000001 12000000 0000001 … 03 20240402090000 02

L0000001 12000000 0000004 … 02 20240402090000 02

L0000001 12000000 0000002 … 02 20240402090000 02

L0000001 12000000 0000005 … 01 20240403090000 01

L0000001 12000000 0000002 … 02 20240404090000 01

L0000001 12000000 0000004 … 04 20240404090000 01

L0000001 12000000 0000002 … 01 20240405090000 02

… … … … … … …

ヒアリング対象者：５回以上

• 「公費負担者番号」、「受給者番号」をキーに下記データを集

計

• 処理日時：検証シナリオ実施日の前月１か月間

• 資格確認：02（受給者番号等による単件照会）

キー情報 集計数

オンライン資格確認実績ログcsvファイル 集計結果

キー情報 集計項目
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4-3. ②頻回受診の傾向がある被保護者の特定（オンライン資格確認実績ログのみ） シナリオ#６

• マイナンバーカードもしくは医療券・調剤券に記載の受給者番号等による本人確認を実施し、医療機関等に頻回受診を
行った被保護者をオンライン資格確認実績ログから特定します。

公費負担者番号 受給者番号
医療機関等
受診回数

12000000 0000002 20

12000000 0000001 18

12000000 0000003 17

12000000 0000004 15

12000000 0000005 13

… … …

• オンライン資格確認実績ログ（１カ月）

• オンライン資格確認実績ログをダウンロードする際、資格確認日

の期間を検証シナリオ実施日の前月１か月に指定する。

検証シナリオにおけるインプット

• マイナンバーカードもしくは医療券・調剤券に記載の受給者番号等に

よる本人確認を実施し、頻回受診を行ったと思われる被保護者

• 指定期間内で「公費負担者番号」、「受給者番号」をキーに「資

格確認方法」が「01」もしくは「02」であるデータを医療機関等受

診回数として集計する。

• 医療機関等受診回数が10回以上の被保護者をヒアリング対象

とする。

検証シナリオにおけるアプトプット

検証シナリオ実施イメージ

保険者
コード

公費負担者
番号

受給者
番号

…
資格確認
方法

処理日時
委託
有無

L0000001 12000000 0000001 … 01 20240401090000 01

L0000001 12000000 0000002 … 02 20240401090000 02

L0000001 12000000 0000002 … 01 20240401090000 02

L0000001 12000000 0000003 … 01 20240401090000 02

L0000001 12000000 0000001 … 03 20240402090000 02

L0000001 12000000 0000004 … 02 20240402090000 02

L0000001 12000000 0000002 … 01 20240402090000 02

L0000001 12000000 0000005 … 03 20240403090000 01

L0000001 12000000 0000002 … 01 20240404090000 01

L0000001 12000000 0000004 … 04 20240404090000 01

L0000001 12000000 0000002 … 01 20240405090000 02

… … … … … … …

ヒアリング対象者：10回以上

キー情報 集計数

• 「公費負担者番号」、「受給者番号」をキーに下記データを集

計

• 処理日時：検証シナリオ実施日の前月１か月間

• 資格確認：01 or 02（マイナンバーカードによる単件照

会 or 受給者番号等による単件照会）キー情報 集計項目

オンライン資格確認実績ログcsvファイル 集計結果

必須
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4-3. ②頻回受診の傾向がある被保護者の特定（オンライン資格確認実績ログのみ） シナリオ#７

• マイナンバーカードによる本人確認を実施し、医療機関等に頻回受診を行った被保護者をオンライン資格確認実績ログから
特定します。

公費負担者番号 受給者番号
医療機関等
受診回数

12000000 0000002 20

12000000 0000001 18

12000000 0000003 17

12000000 0000004 15

12000000 0000005 13

… … …

• オンライン資格確認実績ログ（１カ月）

• オンライン資格確認実績ログをダウンロードする際、資格確認日

の期間を検証シナリオ実施日の前月１か月に指定する。

検証シナリオにおけるインプット

• マイナンバーカードによる本人確認を実施し、頻回受診を行ったと思

われる被保護者

• 指定期間内で「公費負担者番号」、「受給者番号」をキーに「資

格確認方法」が「01」であるデータを医療機関等受診回数として

集計する。

• 医療機関等受診回数が10回以上の被保護者をヒアリング対象

とする。

検証シナリオにおけるアプトプット

検証シナリオ実施イメージ

保険者
コード

公費負担者
番号

受給者
番号

…
資格確認
方法

処理日時
委託
有無

L0000001 12000000 0000001 … 01 20240401090000 01

L0000001 12000000 0000002 … 02 20240401090000 02

L0000001 12000000 0000002 … 01 20240401090000 02

L0000001 12000000 0000003 … 01 20240401090000 02

L0000001 12000000 0000001 … 03 20240402090000 02

L0000001 12000000 0000004 … 02 20240402090000 02

L0000001 12000000 0000002 … 01 20240402090000 02

L0000001 12000000 0000005 … 02 20240403090000 01

L0000001 12000000 0000002 … 01 20240404090000 01

L0000001 12000000 0000004 … 04 20240404090000 01

L0000001 12000000 0000002 … 01 20240405090000 02

… … … … … … …

ヒアリング対象者： 10回以上

キー情報 集計数

• 「公費負担者番号」、「受給者番号」をキーに下記データを集

計

• 処理日時：検証シナリオ実施日の前月１か月間

• 資格確認：01（マイナンバーカードによる単件照会）
キー情報 集計項目

オンライン資格確認実績ログcsvファイル 集計結果
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4-3. ②頻回受診の傾向がある被保護者の特定（オンライン資格確認実績ログのみ） シナリオ#８

• 医療券・調剤券に記載の受給者番号等による本人確認を実施し、医療機関等に頻回受診を行った被保護者をオンライン
資格確認実績ログから特定します。

公費負担者番号 受給者番号
医療機関等
受診回数

12000000 0000002 20

12000000 0000001 18

12000000 0000003 17

12000000 0000004 15

12000000 0000005 13

… … …

• オンライン資格確認実績ログ（１カ月）

• オンライン資格確認実績ログをダウンロードする際、資格確認日

の期間を検証シナリオ実施日の前月１か月に指定する。

検証シナリオにおけるインプット

• 医療券・調剤券に記載の受給者番号等による本人確認を実施し、

頻回受診を行ったと思われる被保護者

• 指定期間内で「公費負担者番号」、「受給者番号」をキーに「資

格確認方法」が「02」であるデータを医療機関等受診回数として

集計する。

• 医療機関等受診回数が10回以上の被保護者をヒアリング対象

とする。

検証シナリオにおけるアプトプット

検証シナリオ実施イメージ

保険者
コード

公費負担者
番号

受給者
番号

…
資格確認
方法

処理日時
委託
有無

L0000001 12000000 0000001 … 02 20240401090000 01

L0000001 12000000 0000002 … 01 20240401090000 02

L0000001 12000000 0000002 … 02 20240401090000 02

L0000001 12000000 0000003 … 02 20240401090000 02

L0000001 12000000 0000001 … 03 20240402090000 02

L0000001 12000000 0000004 … 02 20240402090000 02

L0000001 12000000 0000002 … 02 20240402090000 02

L0000001 12000000 0000005 … 01 20240403090000 01

L0000001 12000000 0000002 … 02 20240404090000 01

L0000001 12000000 0000004 … 04 20240404090000 01

L0000001 12000000 0000002 … 01 20240405090000 02

… … … … … … …

ヒアリング対象者：10回以上

• 「公費負担者番号」、「受給者番号」をキーに下記データを集

計

• 処理日時：検証シナリオ実施日の前月１か月間

• 資格確認：02（受給者番号等による単件照会）

キー情報 集計数

オンライン資格確認実績ログcsvファイル 集計結果

キー情報 集計項目



4-3. ②頻回受診の傾向がある被保護者の特定（オンライン資格確認実績ログ+医療券情報）
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4-3. ②頻回受診の傾向がある被保護者の特定（オンライン資格確認実績ログ+医療券情報） シナリオ#９

• 医療券・調剤券情報の診療別が入院として発行されているが、マイナンバーカード、もしくは医療券・調剤券に記載の受給者番号等による本人
確認を繰り返し実施し、医療機関等に頻回受診を行った被保護者をオンライン資格確認実績ログから特定します。

• 入院時に頻繁な本人確認は実施されない想定であり、通常の頻回受診基準より厳格に判定します。

• オンライン資格確認実績ログ（１カ月）

• オンライン資格確認実績ログをダウンロードする際、資格確認

日の期間を検証シナリオ実施日の前月１か月に指定する。

• 医療券調剤券情報

検証シナリオにおけるインプット

• 医療券・調剤券情報の診療別が入院として発行されているが、マイナンバーカードもしくは医療券・

調剤券に記載の受給者番号等による本人確認を繰り返し実施し、頻回受診を行ったと思われる

被保護者

• 指定期間内でオンライン資格確認実績ログの「資格確認方法」が「01」または「02」、医療券

調剤券情報の「診療別」が「01」であるデータを、受診回数として集計する。

• 医療機関等受診回数が10回以上の被保護者をヒアリング対象とする。
※医療券の診療別が入院と入院外で２種類発行されているケースも存在するため、助言実施の際は対

象者の医療券発行状況を考慮する。

検証シナリオにおけるアプトプット

検証シナリオ実施イメージ

保険者
コード

公費負担者
番号

受給者
番号

…
資格確認
方法

処理日時
委託
有無

L0000001 12000000 0000001 … 01 20240401090000 01

L0000001 12000000 0000002 … 03 20240401090000 02

L0000001 12000000 0000002 … 02 20240401090000 02

L0000001 12000000 0000003 … 01 20240401090000 02

… … … … … … …

医療券調剤券情報csvファイル

療券/
調剤券別

公費負担者
番号

受給者
番号

… 診療別

01 12000000 0000001 … 02

01 12000000 0000002 … 01

01 12000000 0000003 … 02

… … … … …

オンライン資格確認実績ログcsvファイル

キー情報 集計項目

キー情報

公費負担者
番号

受給者番号 診療別
医療機関等
受診回数

12000000 0000001 01 12

12000000 0000007 01 11

12000000 0000009 01 5

12000000 0000012 01 1

… … …

ヒアリング対象者：10回以上

• オンライン資格確認実績ログcsvファイルと医療券調剤券情報

csvファイルを組み合わせ、「公費負担者番号」、「受給者番号」

「診療別」項目をキーに下記データを集計

• 処理日時：検証シナリオ実施日の前月１か月間

• 資格確認：01 or 02（マイナンバーカードによる単件照会

or 受給者番号等による単件照会）

• 診療別：01（入院）

キー情報 集計数

集計結果



32

4-3. ②頻回受診の傾向がある被保護者の特定（オンライン資格確認実績ログ+医療券情報） シナリオ#10

• 医療券・調剤券情報の診療別が入院として発行されているが、マイナンバーカードによる本人確認を繰り返し実施し、医療
機関等に頻回受診を行った被保護者をオンライン資格確認実績ログから特定します。

• 入院時に頻繁な本人確認は実施されない想定であり、通常の頻回受診基準より厳格に判定します。

• オンライン資格確認実績ログ（１カ月）

• オンライン資格確認実績ログをダウンロードする際、資格確

認日の期間を検証シナリオ実施日の前月１か月に指定

する。

• 医療券調剤券情報

検証シナリオにおけるインプット

• 医療券・調剤券情報の診療別が入院として発行されているが、マイナンバーカードによる

本人確認を繰り返し実施し、頻回受診を行ったと思われる被保護者

• 指定期間内でオンライン資格確認実績ログの「資格確認方法」が「01」、医療券調

剤券情報の「診療別」が「01」であるデータを、受診回数として集計する。

• 医療機関等受診回数が10回以上の被保護者をヒアリング対象とする。
※医療券の診療別が入院と入院外で２種類発行されているケースも存在するため、助言実

施の際は対象者の医療券発行状況を考慮する。

検証シナリオにおけるアプトプット

検証シナリオ実施イメージ

保険者
コード

公費負担者
番号

受給者
番号

…
資格確認
方法

処理日時
委託
有無

L0000001 12000000 0000001 … 01 20240401090000 01

L0000001 12000000 0000002 … 03 20240401090000 02

L0000001 12000000 0000002 … 02 20240401090000 02

L0000001 12000000 0000003 … 01 20240401090000 02

… … … … … … …

医療券調剤券情報csvファイル

療券/
調剤券別

公費負担者
番号

受給者
番号

… 診療別

01 12000000 0000001 … 02

01 12000000 0000002 … 01

01 12000000 0000003 … 02

… … … … …

オンライン資格確認実績ログcsvファイル

キー情報 集計項目

キー情報

公費負担者
番号

受給者番号 診療別
医療機関等
受診回数

12000000 0000001 01 12

12000000 0000007 01 11

12000000 0000009 01 5

12000000 0000012 01 1

… … …

ヒアリング対象者：10回以上

• オンライン資格確認実績ログcsvファイルと医療券調剤券情報

csvファイルを組み合わせ、「公費負担者番号」、「受給者番号」

「診療別」項目をキーに下記データを集計

• 処理日時：検証シナリオ実施日の前月１か月間

• 資格確認：01（マイナンバーカードによる単件照会）

• 診療別：01（入院）

キー情報 集計数

集計結果
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4-3. ②頻回受診の傾向がある被保護者の特定（オンライン資格確認実績ログ+医療券情報） シナリオ#11

• 医療券・調剤券情報の診療別が入院として発行されているが、医療券・調剤券に記載の受給者番号等による本人確認を
繰り返し実施し、医療機関等に頻回受診を行った被保護者をオンライン資格確認実績ログから特定します。

• 入院時に頻繁な本人確認は実施されない想定であり、通常の頻回受診基準より厳格に判定します。

• オンライン資格確認実績ログ（１カ月）

• オンライン資格確認実績ログをダウンロードする際、資格確

認日の期間を検証シナリオ実施日の前月１か月に指定

する。

• 医療券調剤券情報

検証シナリオにおけるインプット

• 医療券・調剤券情報の診療別が入院として発行されているが、医療券・調剤券に記載の受給者番号

等による本人確認を繰り返し実施し、頻回受診を行ったと思われる被保護者

• 指定期間内でオンライン資格確認実績ログの「資格確認方法」が「02」、医療券調剤券情報の

「診療別」が「01」であるデータを、受診回数として集計する。

• 医療機関等受診回数が10回以上の被保護者をヒアリング対象とする。

※医療券の診療別が入院と入院外で２種類発行されているケースも存在するため、助言実施の

際は対象者の医療券発行状況を考慮する。

検証シナリオにおけるアプトプット

検証シナリオ実施イメージ

医療券調剤券情報csvファイル

療券/
調剤券別

公費負担者
番号

受給者
番号

… 診療別

01 12000000 0000001 … 02

01 12000000 0000002 … 01

01 12000000 0000003 … 02

… … … … …

オンライン資格確認実績ログcsvファイル

キー情報 集計項目

キー情報

公費負担者
番号

受給者番号 診療別
医療機関等
受診回数

12000000 0000001 01 12

12000000 0000007 01 11

12000000 0000009 01 5

12000000 0000012 01 1

… … …

ヒアリング対象者：10回以上

• オンライン資格確認実績ログcsvファイルと医療券調剤券情報

csvファイルを組み合わせ、「公費負担者番号」、「受給者番号」

「診療別」項目をキーに下記データを集計

• 処理日時：検証シナリオ実施日の前月１か月間

• 資格確認：02（受給者番号等による単件照会）

• 診療別：01（入院）

キー情報 集計数

集計結果

保険者
コード

公費負担者
番号

受給者
番号

…
資格確認
方法

処理日時
委託
有無

L0000001 12000000 0000001 … 01 20240401090000 01

L0000001 12000000 0000002 … 02 20240401090000 02

L0000001 12000000 0000002 … 01 20240401090000 02

L0000001 12000000 0000003 … 01 20240401090000 02

… … … … … … …



4-3. ②頻回受診の傾向がある被保護者の特定（オンライン資格確認実績ログ+過去の頻回実績）
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4-3. ②頻回受診の傾向がある被保護者の特定（オンライン資格確認実績ログ+過去の頻回実績）シナリオ#12

• 過去に頻回受診を行った被保護者の中で、再度マイナンバーカードもしくは医療券調剤券に記載の受給者番号等による本
人確認を繰り返し実施し、医療機関等に頻回受診を行った被保護者をオンライン資格確認実績ログから特定します。

• 頻回受診の再発を未然に防ぐため、通常の頻回受診基準より厳格に判定します。

• オンライン資格確認実績ログ（１カ月）

• オンライン資格確認実績ログをダウンロードする際、資格確

認日の期間を検証シナリオ実施日の前月１か月間に指

定する。

• 過去頻回受診者情報

検証シナリオにおけるインプット

• 過去に頻回受診の実績がある中で、再度頻回受診を行ったと思われる被保護者

• 指定期間内でオンライン資格確認実績ログの「資格確認方法」が「01」もしくは

「02」であるデータを、医療機関等受診回数として集計する。

• 過去に頻回受診の実績がある場合は単月の医療機関等受診回数が10回以

上の被保護者をヒアリング対象とする。

検証シナリオにおけるアプトプット

検証シナリオ実施イメージ

保険者
コード

公費負担者
番号

受給者
番号

…
資格確認
方法

処理日時
委託
有無

L0000001 12000000 0000001 … 01 20240401090000 01

L0000001 12000000 0000002 … 02 20240401090000 02

L0000001 12000000 0000002 … 01 20240401090000 02

L0000001 12000000 0000003 … 03 20240401090000 02

… … … … … … …

過去頻回受診者リスト※

公費負担者
番号

受給者
番号

12000000 0000001

12000000 0000002

… …

オンライン資格確認実績ログcsvファイル

キー情報 集計項目

キー情報

公費負担者番号 受給者番号
医療機関等
受診回数

12000000 0000001 11

12000000 0000003 10

12000000 0000009 4

12000000 0000012 1

… … …

ヒアリング対象者：10回以上

キー情報 集計数

集計結果

※過去に頻回受診と認められた被保護者を記録したファイルを想定

• オンライン資格確認実績ログcsvファイルと過去頻回受診者リストを

組み合わせ「公費負担者番号」、「受給者番号」をキーに下記デー

タを集計

• 処理日時：検証シナリオ実施日の前月１か月間

• 資格確認：01 or 02（マイナンバーカードによる単件照会 or

受給者番号等による単件照会）

• 過去頻回受診者としての実績有り
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4-3. ③被保護者とのコミュニケーション方法（１／４）

• 未委託の医療機関等を受診する被保護者が確認できた場合、福祉事務所から対象の被保護者・医療機関等に対して
状況の確認や架電による助言・指導等を行います。

１．オンライン資格確認
実績ログの確認

未委託の医療機関等受診者の対応例

職員 被保護者

４．受診指導

医療機関等職員

３．医療機関へ確認

• 週次にてオンライン資格確認
実績ログを確認し未委託の医
療機関等の受診者を特定す
る。

職員

対象者リスト

週次での実施

• 被保護者の実際の受診状況
を医療機関等に確認する。

• 制度の原則に反する受診を受
け入れないよう医療機関等に
対し周知する。

• 架電・訪問等で制度の原則通
り委託先医療機関等のみを受
診するように促す。

２．受診時の福祉事務所への
問合せ有無確認

• 受診理由を確認し、受診が適
切であるか判断する。

• 医療機関等から福祉事務所
へ電話にて受診可否の問合せ
を行った後に診断が実施されて
いることを確認する。

生活保護システム/
統合専用端末

職員 職員 被保護者

３．受診指導

• 架電・訪問等で制度の原則通
り委託先医療機関等のみを受
診するように促す。

福祉事務所への

問合せ有り

福祉事務所への

問合せ無し

記載している対応フローは一例です。

被保護者本人が医療扶助を適切に使用することの

重要性を理解し正しく行動できるよう、各自治体内

で既に取り入れている方法や追加で対応可能な方

法があれば、実施をお願いします。
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4-3. ③被保護者とのコミュニケーション方法（２／４）

• 頻回受診傾向がある被保護者が確認できた場合、福祉事務所から対象の被保護者・医療機関等に対して状況の確認や
架電による助言・指導等を行います。

１．オンライン資格確認
実績ログ(２週間)の確認 ２．適正受診指導

頻回受診者の対応例

５．適正受診指導

被保護者職員

４．状況確認

嘱託医

職員

医療機関等

６．レセプト確認

N月中旬

N+１月初旬 N+２月

生活保護システム/
統合専用端末

職員

対象者リスト

生活保護システム/
統合専用端末

職員

対象者リスト

生活保護システム/
統合専用端末

職員

対象者リスト

• 月の中旬に２週間分の
オンライン資格確認実績
ログを確認し、頻回受診
傾向者を特定する。

• 受診理由や既往歴を考
慮し、受診が適切である
か判断する。

• 月の初旬に前月１か月
分のオンライン資格確認
実績ログを確認し、頻回
受診傾向者を特定する。

• 受診理由や既往歴を考
慮し、受診が適切である
か判断する。

• レセプトの情報から頻
回受診者を抽出し、
指導対象者に抜け漏
れが無いか確認する。

• 必要に応じて追加で
被保護者の状況確
認・指導を行う。

３．オンライン資格確認
実績ログ(１か月)の確認

職員

被保護者

保健師

• 被保護者に架電し、受
診理由および月の後半
受診予定をヒアリングす
る。

• 月の中旬に予定をヒアリングしている場合は、受
診状況と照会し、乖離状況を確認する。

• 嘱託医、医療機関等にヒアリングし受診が適正
か協議する。

• 必要以上の受診と判断された場合は被保護
者に対し架電や訪問、保健師が同行した上で
の受診等の受診適正化に向けた指導を行う。

４．適正受診指導３．状況確認

嘱託医

職員

医療機関等

職員

被保護者

保健師

• 嘱託医、医療機関等にヒアリングし受診が適
正か協議する。

• 必要以上の受診と判断された場合は被保護
者に対し架電や訪問、保健師が同行した上で
の受診等の受診適正化に向けた指導を行う。

月の後半も基準回数以上

受診予定の場合は、追加

で状況確認を行う。

月の後半の予定を踏まえると

適正受診回数に収まると考え

られる場合は、静観とし翌月

に結果を確認する。

記載している対応フローは一例です。

被保護者本人が医療扶助を適切に使用

することの重要性を理解し正しく行動でき

るよう、各自治体内で既に取り入れている

方法や追加で対応可能な方法があれば、

実施をお願いします。

指導対象者の状況に合わせて優先順
位を判断した上でコミュニケーションを
取る。

• 判断基準例

➢ 既往歴

➢ ケースワーカーとの面談状況

➢ 就業状況

➢ 年齢

➢ 保護期間

➢ 過去の頻回受診実績 等
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4-3. ③被保護者とのコミュニケーション方法（３／４）

• 指導対象の被保護者に対しては、嘱託医・医療機関等と対象者の状況の詳細を確認した後、出口戦略を見据えた指導
計画を立て、被保護者の状況や特性に合わせた適切なアプローチを選択します。

指導対象者とのコミュニケーションの流れ

適正化受診に向けた指導の実施指導対象者の状況確認

嘱託医

職員

医療機関等

• 月の中旬に予定をヒアリングしている場合は、
受診状況と照会し、乖離状況を確認する。

• 嘱託医、医療機関等にヒアリングし受診が適
正か協議する。

被保護者職員

架電・訪問等による制度
に則した適切な受診指導

入院措置の実施、支援

被保護者

保健師

保健師による架電・訪問
等での受診指導

被保護者 精神科

精神科への受診指導

主治医

被保護者へ治療方針方
針説明の依頼

職員

生活保護システム/
統合専用端末

職員

対象者リスト

• 指導の結果、受診回数等が改
善されたかどうかをオンライン資格
確認実績ログから確認する。

• 改善が見られない者に対しては
適宜指導を行うとともに、保護の
停止、廃止を含め今後の方針を
検討する。

指導結果の確認

被保護者 職員

被保護者へ翌月の診察
予定の提出を求める

被保護者

被保護者の状況や特性に合わせて

各手段を組み合わせ、受診適正化に

向けた指導を実施する。
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4-3. ③被保護者とのコミュニケーション方法（４／４）

• 指導対象の被保護者に指導を行う際は対応負荷についても考慮した上で、簡潔な周知のみ実施する場合や丁寧な指導
が必要な場合を整理し、被保護者に合わせたコミュニケーションの手段を選択します。

指導対象者とのコミュニケーション例

適正化受診に向けた指導の実施 指導結果の確認

職員
生活保護
システム

対象者リスト

• 指導の結果、受診回数等
が改善されたかどうかをオン
ライン資格確認実績ログか
ら確認する。

• 改善が見られない者に対
しては再度指導を行うとと
もに、保護の停止、廃止を
含め今後の方針を検討す
る。

職員

対象者リスト

被保護者職員

架電による制度に則した
適切な受診指導

被保護者の特性
に応じて最適な指
導方法を判断する。

保健師による訪問
での受診指導

保健師 被保護者 被保護者 職員

翌月の診察予定の
提出を求める

主治医

被保護者へ治療方
針方針説明の依頼

職員

保健師による訪問
での受診指導

保健師 被保護者 被保護者 職員

翌月の診察予定の
提出を求める

指導レベル３

例）過去に指導実績が
ある場合

…

指導レベル２

例）過去に指導実績が
無く、保護開始から６カ
月以上の場合

指導レベル１

例）過去に指導実績が
無く、保護開始から６カ
月未満の場合

改善が見られない場合は
指導レベルを変更して再指導

指導方法の一例として本頁では以下の被保護者の特

性に応じて対応方法を判断しています。

• 過去の頻回受診実績

• 保護期間

その他にも年齢や健診実績、既往歴等の詳細情報を

踏まえた対応方法整理、指導が可能でしたら各自治体

内で実施をお願いします。
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4-3. ④過去実績とモデル事業の比較

• 自治体/福祉事務所毎に過去の実績（頻回受診傾向の被保護者数および未委託の医療機関等で受診をした被保護
者数）と今回のモデル事業後の実績を比較してどれくらいの効果があったのか定量的に検証します。

シナリオ概要目的 ＃

• マイナンバーカード、もしくは医療券・調
剤券に記載の受給者番号等による本
人確認未委託の医療機関等で資格
を行った被保護者をオンライン資格確
認実績ログから特定する。

資格確認
方法

頻回受診の傾向が
ある被保護者の特定

未委託の医療機関
等で資格確認を行っ
た被保護者の特定

マイナンバーカード

受診者番号等

マイナンバーカード/
受診者番号等

• マイナンバーカード、もしくは医療券・調
剤券に記載の受給者番号等による本
人確認未委託の医療機関等で資格
を行った被保護者をオンライン資格確
認実績ログから特定する。

• 過去に頻回受診実績があり、再度医療
機関等に頻回受診を行った被保護者を
オンライン資格確認実績ログから特定する。

集計結果N月
(シナリオ実施前)

集計結果N+1月
(シナリオ実施後)

現行の運用における集計 ○○人 ○○人 ○○人

現行の運用における集計 ○○人 ○○人 ○○人

1

2

3

12

5

4

6

8

7

9

11

10

• 医療券調剤券情報の本人支払額が０
円で登録されている中で、マイナンバー
カードもしくは医療券・調剤券に記載の受
給者番号等による本人確認を繰り返し
実施し、医療機関等に頻回受診を行っ
た被保護者を特定する。

• 医療券調剤券情報の診療別が入院とし
て発行されているが、マイナンバーカードも
しくは医療券・調剤券に記載の受給者番
号等による本人確認を繰り返し実施し、
医療機関等に頻回受診を行った被保護
者を特定する。

マイナンバーカード/
受給者番号等

マイナンバーカード

受給者番号等

マイナンバーカード/
受給者番号等

マイナンバーカード

受給者番号等

マイナンバーカード/
受給者番号等

マイナンバーカード

受給者番号等

集計結果N+2月
(シナリオ実施後)

○○人/○○人 ○○人/○○人 ○○人/○○人

○○人/○○人 ○○人/○○人 ○○人/○○人

• 下記の件数を記録し、モデル事業実施の有効性を確認する。

① シナリオにて抽出された指導対象の被保護者数

✓ シナリオ実施前後における人数の増減を確認し、被

保護者への指導の有効性を確認する。

✓ 抽出件数が0、もしくは極端に少ないといった実施効

果の低いシナリオがないか確認する。

② ①の被保護者の中で、対応が必要と認められ指導を

行った被保護者数

✓ シナリオ実施前後における人数の増減を確認し、被

保護者への指導の有効性を確認する。

✓ ①の人数との割合を確認し、対応が必要な被保護

者を精度高く抽出可能なシナリオを確認する。

③ レセプト等現行の集計による指導対象者数

✓ シナリオ実施前後における人数の増減を確認し、モデ

ル事業全体の有効性を確認する。

※上記の他、各シナリオで抽出される被保護者の重複度合い

についても確認し、シナリオの最適な組み合わせを検討する。

※（指導を行った被保護者数）人/（シナリオにおける指導対象者数）人



4-4. 医療機関等の特定シナリオ
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4-4. ①未委託の医療機関等を受診した被保護者が多数確認される医療機関の特定 シナリオ#13

• 未委託の医療機関等を受診した被保護者が特定の医療機関等に集中していないか確認するため、指導対象の被保護者について医療機機
関等別に集計します。

• シナリオ＃１と同様にマイナンバーカードによる本人確認を実施し、未委託の医療機関等を受診した被保護者を特定し、医療機関コード別に集
計します。

• オンライン資格確認実績ログ（１カ月）

• オンライン資格確認実績ログをダウンロード

する際、資格確認日の期間を検証シナリオ

実施日の前月１か月に指定する。

検証シナリオにおけるインプット

① シナリオ＃１と同様にマイナンバーカードによる本人確認を実施し、未委託の医療機関を受診したと思われ

る被保護者を特定する。

• 指定期間内で「公費負担者番号」、「受給者番号」をキーに「資格確認方法」が「01」かつ「委託有

無」が「02」のデータを未委託の医療機関等受診回数として集計し、未委託の医療機関等受診回数

が１回以上の被保護者を特定する。

② ①にて特定した被保護者が未委託の医療機関等で本人確認を実施したログのみを抽出、未委託の医療

機関等受診回数を医療機関コード別に集計し、指導対象者が集中している医療機関等を特定する。

検証シナリオにおけるアプトプット

検証シナリオ実施イメージ

保険者
コード

公費負担者
番号

受給者
番号

医療機関
コード

…
資格確認
方法

処理日時
委託
有無

L0000001 12000000 0000001 0123456789 … 01 20240401090000 01

L0000001 12000000 0000002 0123456799 … 02 20240401090000 02

L0000001 12000000 0000002 0123456439 … 01 20240401090000 02

L0000001 12000000 0000003 0123456249 … 03 20240401090000 02

… … … … … … …

オンライン資格確認実績ログcsvファイル

医療機関コード
未委託の医療機関等の受診者

受診回数（延べ数）

0123456789 15

0123456799 3

0123456599 1

0123453299 1

… …

集計数

集計結果

• 「公費負担者番号」、「受給者番号」をキーに下記データ集計、

指導対象者を特定する。

• 処理日時：検証シナリオ実施日の前月１か月間

• 資格確認：01（マイナンバーカードによる単件照会）

• 委託有無：02（委託無）

• 指導対象者が未委託の医療機関にて本人確認を実施したログ

のみを抽出し、医療機関コード別に集計する。

保険者
コード

公費負担者
番号

受給者
番号

医療機関
コード

…
資格確認
方法

処理日時
委託
有無

L0000001 12000000 0000002 0123456799 … 02 20240401090000 02

L0000001 12000000 0000002 0123456439 … 01 20240401090000 02

… … … … … … …

指導対象者が未委託の医療機関にて

本人確認を実施したログのみを抽出

キー情報 集計項目

キー情報

極端に数が多い場合は確認対象とする。赤字：未委託の医療機関等を受診した指導対象者
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4-4. ②頻回受診をした被保護者が多数確認される医療機関等の特定 シナリオ#14

• 頻回受診を被保護者が特定の医療機関等に集中していないか確認するため、指導対象の被保護者について医療機機関等別に集計します。
• シナリオ＃７と同様にマイナンバーカードによる本人確認を実施し、医療機関等に頻回受診した被保護者を特定し、医療機関コード別に集計し

ます。

• オンライン資格確認実績ログ（１カ月）

• オンライン資格確認実績ログをダウンロード

する際、資格確認日の期間を検証シナリオ

実施日の前月１か月に指定する。

検証シナリオにおけるインプット

① シナリオ＃７と同様にマイナンバーカードによる本人確認を実施し、医療機関等に頻回受診したと思われる

被保護者を特定する。

• 指定期間内で「公費負担者番号」、「受給者番号」をキーに「資格確認方法」が「01」であるデータを

医療機関等受診回数として集計し、単月の医療機関等受診回数が10回以上の被保護者を特定す

る。

② ①にて特定した被保護者がマイナンバーカードによる本人確認を実施したログのみを抽出、医療機関等受

診回数を医療機関コード別に集計し、指導対象者が集中している医療機関等を特定する。

検証シナリオにおけるアプトプット

検証シナリオ実施イメージ

保険者
コード

公費負担者
番号

受給者
番号

医療機関
コード

…
資格確認
方法

処理日時
委託
有無

L0000001 12000000 0000001 0123456789 … 01 20240401090000 01

L0000001 12000000 0000002 0123456799 … 02 20240401090000 02

L0000001 12000000 0000002 0123456439 … 01 20240401090000 02

L0000001 12000000 0000003 0123456249 … 03 20240401090000 02

… … … … … … …

オンライン資格確認実績ログcsvファイル

医療機関コード
頻回受診者

受診回数（延べ数）

0123456789 50

0123456799 10

0123456599 8

0123453299 7

… …

集計数

集計結果

• 「公費負担者番号」、「受給者番号」をキーに下記データ集計、

指導対象者を特定する。

• 処理日時：検証シナリオ実施日の前月１か月間

• 資格確認：01（マイナンバーカードによる単件照会）

• 委託有無：02（委託無）

• 指導対象者が本人確認を実施したログのみを抽出し、医療機関

コード別に集計する。

保険者
コード

公費負担者
番号

受給者
番号

医療機関
コード

…
資格確認
方法

処理日時
委託
有無

L0000001 12000000 0000002 0123456799 … 01 20240401090000 02

L0000001 12000000 0000002 0123456439 … 01 20240401090000 02

… … … … … … …

指導対象者が本人確認を実施した

ログのみを抽出

キー情報 集計項目

キー情報

極端に数が多い場合は確認対象とする。赤字：頻回受診をした指導対象者
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4-4. ③医療機関等とのコミュニケーション方法

• 特定の医療機関等に頻回受診傾向がある被保護者および未委託の医療機関等を受診する被保護者が集中していること
が確認できた場合、福祉事務所から該当医療機関に対して架電等により状況の確認、制度原則の周知を行います。

• シナリオ実施前後で医療機関への確認件数を記録し、その効果を検証します。

医療機関等とのコミュニケーションの流れ

シナリオ概要目的 ＃

1 • 未委託の医療機関等への受診、
もしくは頻回受診を行った被保護者
が特定の医療機関等に集中してい
ないか確認するため、指導対象の被
保護者について医療機関コード別に
集計を行う。2

○○件

集計対象
被保護者

集計結果N月
(シナリオ実施前)

集計結果N+1月
(シナリオ実施後)

集計結果N+2月
(シナリオ実施後)

○○件 ○○件

○○件 ○○件 ○○件

未委託の医療機
関等の受診者数

頻回受診者数

医療機関等に対する確認件数結果記録イメージ

• 月の中旬に２週間分
のオンライン資格確認
実績ログを確認し、頻
回受診傾向者を特定
する。

• 受診理由や既往歴を
考慮し、受診が適切で
あるか判断する。

生活保護システム/
統合専用端末

職員

対象者リスト

１．オンライン資格確認実績ログの確認 ３．医療機関へ架電２．医療機関等との対応状況を確認

職員

医療機関等との
対応記録

医療機関等職員

• オンライン資格確認実績ログより、頻回受
診傾向がある被保護者および未委託の
医療機関等を受診する被保護者の対象
リストを作成。

• 対象リストに該当する被保護者が集中し
ている医療機関等を特定。

• 医療機関等から被保護者の受診前に事
前に連絡があったか等、これまでの医療機
関等の対応状況を確認。

• 医療機関等に架電で周知を行う。

＜頻回受診が多い場合＞
⇒頻回受診に係る被保護者への対応状況
を連携、受付や診断時の対応注意を促す。

＜未委託の受診が多い場合＞
⇒受診前に医療機関等から事前の連絡が
福祉事務所にない場合、福祉事務所へ電
話で確認の上、受付するよう伝える。

各自治体内で既に取り入れ

ている方法や追加で対応可

能な方法があれば、実施を

お願いいたします。
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4-5. モデル事業実施スケジュール

• モデル事業実施期間（前後含む）に自治体に対応いただくスケジュールは以下の通りです。

対
応
主
体

対応項目

７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

1
w

2
w

3
w

4
w

1
w

2
w

3
w

4
w

1
w

2
w

3
w

4
w

1
w

2
w

3
w

4
w

1
w

2
w

3
w

4
w

1
w

2
w

3
w

4
w

マイルストン

自
治
体

モデル事業説明会参加

モデル事業担当者選定

モデル事業計画書確認

モデル事業実施環境/実
施体制構築

ログ情報分析・被保護
者への対応

ログ情報分析結果と被
保護者の対応状況につ
いて報告

モデル事業実施結果報
告書作成

モデル事業に係る不明点
の問合せ・課題報告

厚生
労働
省

モデル事業参加自治体
からの問合せ対応・課題
整理・対応案の検討

周知資料作成

周知資料展開に向けた
自治体ヒアリング

ベストプラクティスの選定

▼モデル事業説明会実施

▼中間報告会（厚労省） 最終報告会（厚労省）▼

▼モデル事業開始 モデル事業終了▼

（随時）

（週次）
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4-6. 自治体対応事項一覧

• モデル事業実施期間（前後含む）に自治体に対応いただく事項の一覧は以下の通りです。

フェーズ 対応事項 対応内容 予定対応時期

モデル事業準備

モデル事業説明会参加

• オンライン資格確認実績ログの活用に係るモデル事業の説明会に参加し、モデル事業
の目的や概要、全体スケジュールを確認する。

• 説明会で得た情報を自治体内で共有し、不明点や疑問点があれば必要に応じて問
合せを行う。

７月第２週

モデル事業担当者選定 • モデル事業を実施するにあたり自治体内における担当者を選定する。
７月第３週～
７月第４週

モデル事業計画書確認
• 本モデル事業計画書を確認し、モデル事業説明会と合わせてモデル事業の具体的な
自治体の対応事項・スケジュール・作成物を確認する。

７月第３週～9
月第４週

モデル事業実施体制構築
• 自治体内で検証シナリオを実施する体制を構築する。
• ログ取得・分析、被保護者とのコミュニケーション等、シナリオ実施に必要な人員を選定
する。

７月第３週～9
月第４週

モデル事業実施

ログ情報分析・被保護者へ
の対応

• 検証シナリオに沿ってオンライン資格確認実績ログを分析し収集したログ情報を分析し
頻回受診者、未委託の医療機関等受診者を特定する。分析結果を踏まえ被保護
者とのコミュニケーションを行う。

週次

ログ情報分析結果と被保護
者の対応状況について報告

• 検証シナリオに沿って実施したオンライン資格確認実績ログの分析結果、分析結果を
踏まえた被保護者とのコミュニケーション実施結果を報告する。

隔週

モデル事業結果報
告

モデル事業実施結果報告書
作成

• モデル事業実施結果を整理した報告書を作成する。
12月第２週～
10月第４週

随時
モデル事業に係る不明点の
問合せ

• モデル事業実施にあたり不明点があれば随時問合せを行う。 随時



5. モデル事業における進捗・問合せ管理
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5-1. 進捗管理

• オンライン資格確認実績ログを活用した実施状況や問題対応状況等を精緻化し、進捗管理項目を設定します。また、実
施状況については週次で受領し、検証や分析を行った結果を取りまとめ、貴省との週次の進捗報告会議において報告する
ことで、進捗管理を行います。

#
章立て

趣旨・目的 具体的内容
Lv.1 Lv.2

1

実施状況

頻回把握実数 KPI（指導による頻回受診・未委託の医療
機関等受診の是正数・割合等）に対する達
成状況を確認し、乖離がある場合は課題把
握・施策検討・実行により、改善を図る。

✓ 自治体/福祉事務所単位でオンライン資格確認実績ログを定点観
測する。

✓ 頻回受診や未委託の医療機関等受診が確認された場合は、適
宜指導を行い、被保護者の行動の是正等を図る。
※ 自治体の規模や特徴を踏まえ、場合によってはセグメントを分
ける。

2 未委託実数

3
問題対応
状況

問題発生件数
注力すべき問題と各ステークホルダーの対応
状況を確認して、問題解決を推進する。

✓ 原因の所在と、問題の解決に至るステータスで件数を取りまとめ、対
応が停滞していないか報告する。

4 問合せ件数
✓ 優先的に対応すべき問題について、対応状況を報告し、頻出の問
合せについてはFAQにまとめ参照ドキュメントを作成する。

進捗管理項目

原因分析、施策検討状況、
施策実行結果等取りまとめ

（問題管理）

厚生労働省

報告（週次）進捗連携・とりまとめ（週次）

検証結果、自治体/福祉事務所
等別明細（定性・定量）の

取りまとめ
報告書展開

進捗管理フロー

報告書作成

モデル事業参画
自治体/福祉事

務所

調査研究事業者
（弊社）

レポート・対応状況の受領/
調査研究事業者への連携

レポート・対応状況の受領

進
捗
報
告
会
議

オンライン資格確認実績ログのレ
ポート・

対応状況の連携
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5-2.会議体

• モデル事業の推進に当たっては、問題の内容や対応状況の確認、施策検討の上、各ステークホルダーが必要な対応を行う
ことができるよう、会議体を設定します。

1 進捗報告会議
週1回
(30～60分程度)

• 厚生労働省

• 調査研究事業者（弊社）

• モデル事業全体状
況

• 問題対応状況

• 施策検討（自治体
/福祉事務所への周
知等）

# 会議体 開催頻度 参加者アジェンダ

• モデル事業進捗報
告レポート

• 課題一覧 等

資料

2 問合せ対応会議

週1回
(30～60分程度)

※モデル事業実施
期間中は週１～2
回程度の追加実施
を想定

• 厚生労働省

• 調査研究事業者（弊社）

• 自治体/福祉事務
所、福祉事務所シス
テムベンダからの問合
せの内容確認、対応
状況の摺合せ

• 問合せ一覧 等

3 課題対応会議 随時

• 厚生労働省

• 調査研究事業者（弊社）

• 自治体/福祉事務所
※福祉事務所システムベン
ダ（必要に応じて）

• 緊急度が高い課題、
問合せの内容確認
及び対応方針の摺
合せ

• 課題一覧

• 課題概要資料 等

会議体の概要
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5-3. 問合せ対応支援

• 自治体/福祉事務所からの問合せにおいては、貴省を窓口とし、弊社が回答文案作成等の対応支援を行います。
必要に応じて各所と連携し、問合せ内容について対応案を貴省とすり合わせた上で回答いたします。

オンライン資格確認
等コンタクトセンター

問合せ対応におけるポイント

医療機関等 医療機関等ONS医療機関等
システムベンダ

福祉事務所
システムベンダ

調査研究事業者
（弊社）

• 事象内容連携
• 対応案すり合わせ

•事象聴取
•問合せ回答
•対応案内

厚生労働省モデル事業参画
自治体/福祉事務所

モデル自治体については貴省を窓口とし、弊社で適宜

回答文案を作成します。また、問合せの内容により、打

合せが必要となった場合は、適宜個別に対応いたしま

す。

Point①

• 必要に応じて情報連携
/問合せ対応

• 必要に応じて情報連携
/問合せ対応
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5-4. 問題管理（１）

• 自治体/福祉事務所、福祉事務所システムベンダ等からの原因分析・施策検討依頼を基に貴省/弊社間で共有や分析、
取りまとめを行い、対応案を検討します。
検討結果を依頼元に共有した後、施策実行結果の取りまとめ及び報告をし、依頼をクローズとします。

※：週次で開催する進捗報告会議において実施する。

厚生労働省

福祉事務所
システムベンダ

施策実行

施策実
行結果
の報告
（進捗
管理※）

クローズ

原因分
析・施策
検討

施策実行中起票済み 原因分析・施策検討中 クローズステータス

自治体/
福祉事務所

ベンダにて
施策実行、
情報連携

調査研究事
業者

（弊社）

原因分
析・施策
検討依頼

問題発
生・エスカ
レ

施策実
行

結果取り
まとめ

原因分
析・施策
検討の共
有、摺合
せ

問題の起票からクローズまでの対応フロー
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5-4. 問題管理（２）

• 問題の対応状況を正確に把握し、各ステークホルダーが適切なタイミングで必要な対応を取れるようステータスを定義し、対
応状況を可視化したうえで対応を行います。

調査研究事業者（弊社）が問題を問題一覧に起票
し、原因の所在（可能性）を切り分け中の状態

調査研究事業者（弊社）が原因分析・施策検討中
の状態

原因分析、施策検討まで完了しており、施策実行待
ちの状態
（施策実行まで期間が空く場合に設定）

原因分析、施策検討まで完了しており、施策（恒久
対応）実行中の状態

施策（恒久対応）実行まで完了し、問題が解決した
状態

調査研究事業者（弊社）が原因分析・施策検討をす
る

原因を特定し、実行する施策を決定する（具体的には、
問題一覧上で原因・暫定対応・恒久対応が特定/決定
してあり、施策実行予定日が設定済み）

施策実行に着手する（具体的には、施策実行予定日
付近で調査研究事業者（弊社）から施策実行者に問
題個票等を用いて状況把握）

施策実行が完了する（具体的には、施策実行予定日
付近で調査研究事業者（弊社）から施策実行者に問
題個票等を用いて状況把握）

自治体/福祉事務所や福祉事務所システムベンダ等から
流入した問題を調査研究事業者（弊社）にて問題一
覧に起票する

4. 施策実行中

1. 起票済み

2. 原因分析・施策
検討中

3. 施策実行待ち

5. クローズ

定義 遷移条件ステータス

問題解決を中止した状態
暫定対応済みかつ事象再現できない等、原因分析を継
続することが困難な場合

6. 取り下げ

ステータス定義による対応状況の可視化
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5-5. ナレッジ管理

• モデル事業参画自治体/福祉事務所や医療機関等ONS、コンタクトセンター等からの問合せに関して、重要な内容や頻出
問合せについては、適宜参照し迅速な対応が出来るようFAQにまとめ、随時更新するとともに、参照ドキュメントとして公開
済み資料を整理し、提供します。

①ヒアリング
項目

✓ 円滑に原因分析・施策検討を行えるよう、問合せ/問題
を受領したヒアリングにおいて過不足なく情報を収集する
ことが肝要である。問合せ/問題のカテゴリに応じてヒアリン
グ項目を整理する想定。

✓ ヒアリング項目は問題発生日時、発生契機・発生事象・
対応内容等を設定し、具体的なヒアリング項目について
は貴省と相談の上適宜見直しを行う。

②FAQ

✓ よくある既知の問合せ/問題について、その回答を整理す
る想定。

✓ モデル事業開始以降、発生した問題に基づき随時更新
する。

③参照ドキュメン
ト・周知資料

✓ 原因の所在の切り分けの際、インプットとして活用できる
資料を構成要素やトピックで整理する想定。

✓ モデル事業開始時点で公開済みの資料を整理しておき、
モデル事業開始以降も、新たに周知した資料等を含めて
随時整理を行う。

✓ FAQの内容は全国福祉事務所向けに作成する周知資
料にも反映させる。

モデル事業で管理するナレッジ

イメージ

FAQ

自治体/福祉事務所

ヒアリング

厚生労働省/
調査研究事業者

参照ドキュメント
全国福祉事務所向け周知資料

（イメージ）


